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山
口
県
に
お
け
る
近
代
公
娼
制
の
展
開　

㈡

吉　

見　

義　

明

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、「
山
口
県
に
お
け
る
近
代
公
娼
制
の
展
開
」
を
本
誌
第
四
二
号
（
二

〇
二
一
年
二
月
）
で
公
表
し
た
。
本
稿
は
そ
の
続
き
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
第
四

二
号
で
は
、
貸
席
（
後
に
貸
座
敷
と
呼
称
変
更
）・
娼
妓
・
芸
妓
関
係
の
規
則
に

つ
い
て
は
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
ま
で
、
性
病
検
査
制
度
に
つ
い
て
は
一
八

八
七
（
明
治
二
〇
）
年
ま
で
検
討
し
た
の
で
、
本
号
で
は
、
続
き
と
し
て
そ
れ
以

降
を
検
討
し
た
い
。

　

日
本
の
近
代
公
娼
制
・
遊
廓
の
研
究
で
は
、
近
年
、
貸
座
敷
業
者
や
芸
娼
妓
酌

婦
紹
介
業
者
な
ど
の
作
成
し
た
一
次
資
料
を
用
い
て
の
精
緻
な
研
究
が
始
ま
っ
て

い
る（

（
（

。
小
論
は
、
こ
の
よ
う
な
一
次
資
料
で
は
な
く
、
行
政
資
料
に
頼
っ
て
い
る

の
で
、
公
娼
制
下
に
お
か
れ
た
娼
妓
の
状
態
と
か
遊
客
の
実
態
な
ど
に
迫
れ
な
い

も
ど
か
し
さ
が
あ
る
が
、
前
者
の
研
究
の
た
め
の
外
枠
を
理
解
す
る
こ
と
に
役
に

立
つ
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
道
府
県
で

芸
娼
妓
・
貸
座
敷
等
の
取
締
規
則
や
慣
行
に
は
か
な
り
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
府
県
に
つ
い
て
の
研
究
が
必
要
だ
と
思
う
。

Ⅰ
．
貸
座
敷
及
娼
妓
取
締
規
則
の
制
定　

一
九
〇
〇
年

　

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
は
内
務
省
が
日
本
全
国
を
統
制
す
る
娼
妓
取
締
規

則
を
制
定
し
た
画
期
と
な
る
年
だ
が
、
ま
ず
、
五
月
二
四
日
、
訓
令
第
一
七
号

で
、
今
後
一
八
歳
未
満
の
者
に
は
娼
妓
の
許
可
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
指
示
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
山
口
県
で
は
、
同
年
六
月
一
日
に
「
貸
席
幷
娼
妓
取
締
規

則
」
の
第
二
章
第
二
条
を
改
定
し
、
娼
妓
と
し
て
は
な
ら
な
い
年
齢
を
一
五
歳
未

満
か
ら
一
八
歳
未
満
に
変
更
し
た（

（
（

。

　

つ
い
で
、
内
務
省
令
第
四
四
号
「
娼
妓
取
締
規
則
」
が
出
る
一
〇
月
二
日
よ
り

も
前
の
九
月
二
五
日
に
県
令
第
七
四
号
と
し
て
「
貸
座
敷
及
娼
妓
取
締
規
則
」
を

公
布
し
た
。
ま
た
、
九
月
二
九
日
に
県
令
第
七
七
号
と
し
て
「
娼
妓
身
体
検
査
規

則
」
を
公
布
し
た
。

　

ま
ず
前
者
の
「
貸
座
敷
及
娼
妓
取
締
規
則
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
一
八

八
二
年
改
定
の
「
貸
席
幷
娼
妓
取
締
規
則
」（
文
末
資
料
１
参
照
）
と
「
年
行
司

取
扱
手
続
」
を
廃
止
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、「
貸
席
」
は
「
貸
座
敷
」
に
、「
年

行
司
」
は
「
営
業
組
合
」
に
変
更
さ
れ
た
。

　

内
容
上
の
変
更
を
み
る
と
、
華
族
・
士
族
の
貸
席
（
貸
座
敷
）
営
業
禁
止
規
定
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は
な
く
な
っ
た
。
警
察
に
提
出
す
る
貸
座
敷
営
業
許
可
願
に
は
営
業
所
・
営
業
用

建
物
の
構
造
・
仕
様
書
と
客
室
の
坪
数
・
間
取
り
な
ど
を
詳
記
し
た
図
面
が
必
要

に
な
っ
た
。
新
築
・
改
築
の
時
も
同
様
の
書
類
提
出
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
建
物
は
平
屋
ま
た
は
二
階
建
て
ま
で
で
、「
人
目
ヲ
惹
ク
如
キ
構
造
装
置
」
は

設
け
て
は
な
ら
ず
、
客
室
・
娼
妓
化
粧
室
は
道
路
か
ら
見
通
さ
れ
る
所
に
設
置
し

て
は
な
ら
な
い
な
ど
の
規
制
が
細
か
く
な
っ
た
。

　

ま
た
、
従
来
赤
間
関
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
貸
席
免
許
地
外
の
海
岸
停
泊
船

に
行
き
営
業
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
営
業（
惣
嫁
営
業
）の
許
可
は
な
く
な
っ

た
（
（
（

。

　

娼
妓
取
締
規
則
に
つ
い
て
み
る
と
、
改
め
て
娼
妓
稼
業
年
齢
は
一
八
歳
以
上
と

さ
れ
た
。
華
族
・
士
族
の
娼
妓
稼
業
禁
止
条
項
は
な
く
な
っ
た
。
娼
妓
稼
業
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
「
自
ラ
所
轄
警
察
官
署
ニ
出
頭
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
願
書
に

は
、
新
た
に
本
人
の
本
籍
住
所
・
居
所
・
族
称
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
出
生
地
の

ほ
か
、
現
在
の
顔
写
真
が
必
要
と
な
り
、
別
に
娼
妓
と
な
る
理
由
書
、
親
族
二
名

（
従
来
は
一
名
）
の
承
諾
書
と
印
鑑
証
明
書
、
医
師
の
健
康
診
断
書
、
市
町
村
長

発
行
の
前
科
有
無
の
証
明
書
、
本
人
の
戸
籍
謄
本
、
妓
名
・
揚
代
金
・
稼
業
年
限

を
示
す
書
類
が
必
要
と
さ
れ
た
。
年
行
司
一
名
と
保
証
人
二
名
の
署
名
捺
印
は
な

く
な
っ
た
が
、
提
出
書
類
が
格
段
に
増
え
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
必
要
で
あ
っ

た
貸
席
主
と
の
契
約
書
の
写
し
の
提
出
は
必
要
な
く
な
っ
た
。
警
察
は
、
契
約
内

容
の
把
握
を
や
め
た
の
で
あ
る
。

　

居
住
場
所
に
つ
い
て
は
、「
娼
妓
ハ
貸
座
敷
以
外
ニ
於
テ
寄
寓
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」

と
さ
れ
、
改
め
て
居
住
の
自
由
が
剥
奪
さ
れ
た
。
外
出
に
つ
い
て
も
、
寄
寓
所
外

へ
の
宿
泊
や
所
轄
警
察
官
署
管
轄
外
へ
の
旅
行
は
所
轄
警
察
官
署
の
許
可
が
必
要

と
さ
れ
、
そ
の
自
由
の
剥
奪
も
継
続
さ
れ
た
。
廃
業
の
自
由
に
関
す
る
規
定
は
な

か
っ
た
。
性
病
な
ど
の
検
査
に
関
し
て
は
、「
別
ニ
定
ム
ル
所
ノ
規
則
ニ
依
リ
身

体
検
査
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
と
さ
れ
、
検
査
の
強
制
も
継
続
さ
れ
た
。
ま
た
、
不
審
な

遊
客
に
つ
い
て
は
、
文
言
を
か
え
て
、「
遊
客
ヨ
リ
預
リ
又
ハ
貰
受
ケ
タ
ル
金
品

ニ
シ
テ
不
審
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
」
は
警
察
官
に
届
け
出
る
こ
と
さ
れ
た
（
従
来
は

「
客
ノ
金
銭
遣
方
其
他
ニ
注
意
シ
不
審
ナ
ル
者
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
」
貸
席
主
へ
密

告
す
る
こ
と
と
い
う
文
言
だ
っ
た
）。

　

新
設
さ
れ
た
営
業
組
合
は
、
貸
座
敷
業
者
に
課
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
指
定
地
の

区
域
内
に
営
業
組
合
を
設
置
し
、
正
副
取
締
を
選
定
す
る
こ
と
、
取
締
は
業
者
の

願
届
へ
の
加
印
、
規
約
上
の
取
締
り
、
諸
法
令
の
伝
達
、
娼
妓
身
体
検
査
日
に
お

け
る
出
頭
が
義
務
と
さ
れ
た（

（
（

。

Ⅱ
．
貸
座
敷
取
締
規
則
・
娼
妓
取
締
細
則
の
制
定

　

し
か
し
な
が
ら
、
間
も
な
く
一
〇
月
二
日
に
内
務
省
令
第
四
四
号
「
娼
妓
取
締

規
則
」
が
公
布
さ
れ
た
た
め
、
上
記
の
山
口
県
令
七
四
号
「
貸
座
敷
及
娼
妓
取
締

規
則
」
は
一
〇
月
一
一
日
に
廃
止
さ
れ
、
同
日
、
新
た
に
県
令
第
八
一
号
「
貸
座

敷
営
業
取
締
規
則
」
と
県
令
第
八
二
号
「
娼
妓
取
締
細
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。

　
「
貸
座
敷
営
業
取
締
規
則
」
は
旧
令
を
ほ
ぼ
引
き
継
い
で
い
る
（
文
末
資
料
２

参
照
（
（
（

）。「
娼
妓
取
締
細
則
」
は
、
内
務
省
令
第
四
四
号
「
娼
妓
取
締
規
則
」
を
補

足
す
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
娼
妓
登
録
申
請
者
に
は
、
内
務
省
令
に
規
定
さ
れ

て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
者
の
登
録
前
の
住
居
・
族
称
・
氏
名
・
出
生
地
、
市

町
村
長
の
作
成
し
た
前
科
有
無
の
証
明
書
、
妓
名
・
揚
代
金
・
本
人
現
時
の
写
真

の
具
備
を
求
め
て
い
る
（
文
末
資
料
３
参
照
（
（
（

）。

　

一
九
二
五
年
四
月
の
改
定
で
稼
業
年
限
の
記
載
と
稼
業
契
約
書
の
写
し
の
提
出

を
追
加
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
が
、
一
九
〇
〇
年
一
〇

月
か
ら
一
九
二
五
年
四
月
ま
で
は
、
警
察
は
娼
妓
の
稼
業
年
限
を
含
む
稼
業
契
約

の
内
容
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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な
お
、
同
年
一
一
月
七
日
に
は
県
令
第
八
九
号
で
、
一
八
七
九
年
の
「
芸
妓
取

締
規
則
」
も
改
定
さ
れ
た
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
Ⅵ
で
の
べ
る
）。

　

こ
れ
ら
の
規
則
で
、
娼
妓
の
自
由
拘
束
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
点
を
見
て
み
よ

う
。
ま
ず
、
居
住
の
自
由
の
有
無
だ
が
、
娼
妓
は
貸
座
敷
指
定
地
内
に
居
住
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
自
由
は
相
変
わ
ら
ず
奪

わ
れ
て
い
た
。
外
出
は
警
察
官
署
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
自
由
も
な

か
っ
た
。
外
出
許
可
証
と
と
も
に
交
付
さ
れ
る
「
外
出
許
可
地
域
」
証
を
み
る
と
、

「
何
郡
何
村
字
何
何
一
円
」
と
そ
れ
に
到
る
道
路
等
と
細
か
く
規
制
さ
れ
お
り
、

許
可
さ
れ
た
地
区
に
し
か
行
け
な
い
規
定
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
は
一

九
三
三
年
五
月
、
内
務
省
が
娼
妓
取
締
規
則
第
七
条
第
二
項
（
外
出
に
は
警
察
官

署
の
許
可
が
必
要
と
す
る
条
項
）
を
削
除
し
た
の
で
、
娼
妓
の
外
出
は
こ
の
時
か

ら
全
国
一
律
で
自
由
に
な
る
。

　

廃
業
の
自
由
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
〇
〇
年
、
内
務
省
の
娼
妓
取
締
規
則
で

自
由
廃
業
の
規
定
が
導
入
さ
れ
た
が
、
前
借
金
・
追
借
金
（
別
借
金
）
の
清
算
が

で
き
な
い
場
合
廃
業
は
困
難
だ
っ
た
。
内
務
省
の
一
九
二
六
年
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
山
口
県
で
は
稼
業
契
約
書
で
「
稼
業
期
間
中
ハ
誠
心
誠
意
契
約
ヲ
履
行
シ
自

由
廃
業
、
休
業
等
ハ
誓
ツ
テ
之
ヲ
為
サ
ヽ
ル
コ
ト
ヲ
約
ス
」
と
約
束
さ
せ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た（

（
（

。
実
際
、
山
口
県
で
の
自
由
廃
業
の
件
数
は
、
一
九
二
五
年
以

降
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
二
五
年
一
件
、
一
九
二
六
年
一
件
、
一
九
二
七
年
ゼ

ロ
件
、
一
九
二
八
年
一
件
、
一
九
二
九
年
三
件
で
、
無
き
に
等
し
か
っ
た（

（
（

。

　

な
お
、
娼
妓
が
逃
亡
し
た
場
合
、
警
察
は
捜
査
し
て
連
れ
戻
す
の
が
通
常
だ
っ

た
。
一
九
二
六
年
五
月
の
全
国
警
察
部
長
会
議
で
公
娼
制
廃
止
問
題
が
検
討
さ
れ

た
直
後
に
、
三
重
県
警
察
部
長
は
、
今
後
三
重
県
で
は
他
府
県
に
率
先
し
て
、
娼

妓
が
逃
亡
し
て
も
犯
罪
そ
の
他
特
殊
の
事
情
が
な
い
限
り
、
楼
主
か
ら
願
い
出
が

あ
っ
て
も
捜
査
し
な
い
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
各
署
長
に
通
牒
し
て
い
る
が（
（1
（

、
こ
の

こ
と
は
、
娼
妓
が
逃
げ
出
せ
ば
警
察
に
よ
っ
て
捜
査
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ

た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

貸
座
敷
で
の
売
り
上
げ
の
利
益
配
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
内
務
省
警
保
局
に
よ

れ
ば
、
全
国
的
に
は
、
①
年
期
制
、
②
月
給
制
、
③
歩
合
制
、
④
年
期
歩
合
折
衷

制
、
⑤
自
賄
制
の
五
種
類
が
あ
っ
た
。

　

年
期
制
と
は
、
古
く
か
ら
の
制
度
で
、
当
事
者
間
で
稼
業
期
間
を
定
め
て
お

き
、
そ
の
期
間
が
満
了
す
れ
ば
債
権
債
務
が
消
滅
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
間
、
娼
妓
に
は
給
金
は
渡
さ
れ
な
い
（
小
遣
い
銭
な
ど
を
渡
す
地
域

も
あ
る
）。
月
給
制
と
は
、
事
前
に
毎
月
の
給
金
を
定
め
、
こ
の
給
金
を
前
借
金

の
返
済
に
充
て
る
と
い
う
制
度
で
、
事
前
に
稼
業
期
間
が
決
ま
る
の
で
、
年
期
制

の
変
形
と
い
え
る
。
歩
合
制
と
は
、
抱
主
と
娼
妓
が
揚
代
金
を
一
定
割
合
で
取
得

す
る
制
度
で
、
六
対
四
、
五
対
五
、
四
対
六
と
い
っ
た
割
合
が
多
い
。
娼
妓
は
こ

の
分
配
金
の
中
か
ら
一
部
を
払
っ
て
前
借
金
を
減
ら
し
て
い
き
、
満
額
に
達
す
る

と
廃
業
で
き
る
。
た
だ
し
、
満
額
に
達
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
年
期

歩
合
折
衷
制
は
①
と
③
を
折
衷
し
た
制
度
で
、
事
前
に
定
め
た
年
期
に
達
す
る

か
、
前
借
金
を
完
済
す
れ
ば
廃
業
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
自
賄
制
と
は
、
年
期
も

歩
合
の
定
め
も
な
く
、
娼
妓
が
揚
代
金
を
取
得
し
て
そ
の
中
か
ら
食
費
、
諸
道

具
・
衣
装
の
損
料
、
座
敷
料
を
支
払
い
、
前
借
金
を
返
済
し
て
い
き
、
完
済
す
れ

ば
廃
業
で
き
る
と
い
う
制
度
で
あ
る（
（1
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
建
前
で
あ

り
、
そ
の
ま
ま
実
施
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
は
後
述
す
る
。

　

内
務
省
警
保
局
の
一
九
三
一
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
山
口
県
で
は
全
県
で
す
べ

て
年
期
制
で
あ
り
、
歩
合
制
の
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た（
（1
（

。

　

先
に
み
た
よ
う
に
、
山
口
県
で
は
一
九
二
五
年
九
月
の
県
令
第
六
四
号
で
、
警

察
官
署
へ
提
出
す
る
娼
妓
名
簿
登
録
申
請
書
に
娼
妓
稼
業
契
約
書
の
写
し
を
添
え

て
稼
業
年
限
を
記
す
よ
う
に
「
娼
妓
取
締
細
則
」
を
改
定
し
た（
（1
（

。
そ
の
意
図
は
、
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従
来
「
一
度
娼
妓
タ
ル
モ
ノ
ハ
楼
主
ニ
於
テ
常
ニ
不
当
ノ
貸
付
ヲ
為
シ
永
久
ニ
苦

界
ヲ
脱
ス
ル
ノ
機
会
ナ
ク
遂
ニ
生
業
ニ
就
ク
能
ハ
サ
ル
ノ
状
態
ニ
ア
」
る
が
、
人

身
の
自
由
を
拘
束
す
る
こ
と
は
穏
や
か
で
は
な
い
の
で
、
今
後
は
「
期
限
到
来
セ

ハ
本
人
ノ
申
請
ナ
ク
ト
モ
名
簿
ヲ
削
除
ス
ル
コ
ト
ト
シ
」
た
の
だ（
（1
（

。
そ
の
最
長
期

間
は
四
年
だ
っ
た（
（1
（

。

　

年
期
制
は
、
年
期
に
達
す
れ
ば
廃
業
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
見
よ
さ
そ
う

に
み
え
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
給
与
な
ど
は
な
い
の
で
、
追
借

金
（
別
借
金
）
が
た
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
県
で
は
、
稼
業
期
間
に
休
業
が

多
か
っ
た
り
、
追
借
金
が
あ
っ
て
そ
の
返
済
が
で
き
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

一
年
を
越
え
な
い
範
囲
で
稼
業
期
間
の
延
長
を
認
め
て
い
た（
（1
（

。

　

更
な
る
延
長
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
同
じ
年
期
制
下
に
あ
る
広
島
県
で
は
、

呉
警
察
署
が
朝
日
遊
廓
品
川
楼
・
市
外
吉
浦
遊
廓
大
黒
楼
の
取
締
り
を
行
っ
た
結

果
、
一
九
二
六
年
七
月
一
七
日
に
、
前
借
金
一
九
〇
〇
円
で
抱
え
ら
れ
た
娼
妓
が

五
年
の
年
期
を
終
え
た
の
に
、
ま
だ
借
金
が
一
七
五
〇
円
も
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
判
明
し
た
。
借
金
は
一
五
〇
円
し
か
減
っ
て
い
な
い
と
い
う
計
算
な
の
で
、
こ

の
娼
妓
は
満
期
廃
業
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う（
（1
（

。

　

山
口
県
の
上
利
正
一
保
安
課
長
の
調
査
で
も
、「
前
借
五
六
百
円
位
で
三
四
年

も
稼
い
で
ゐ
る
間
に
借
金
は
二
千
円
に
も
増
加
し
て
ゐ
る
と
い
う
奇
怪
な
実
例
は

少
く
な
い
」
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
衣
類
・
化
粧
品
代
や
そ
の
他
の
貸

借
関
係
に
ゴ
マ
カ
シ
が
あ
る
の
と
、
利
率
が
「
ム
チ
ヤ
ク
チ
ヤ
に
高
い
」
こ
と
に

よ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た（
（1
（

。

　

一
八
歳
で
娼
妓
と
さ
れ
た
女
性
は
、
最
長
の
四
年
の
年
期
の
場
合
で
も
二
二
歳

で
満
期
を
迎
え
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
六
月
現
在
の
山
口
県
の

娼
妓
九
四
五
名
の
年
齢
は
、
二
〇
歳
未
満
が
九
〇
名
、
二
〇
歳
か
ら
二
四
歳
が
四

七
九
名
、
二
五
歳
か
ら
三
四
歳
が
三
一
三
名
、
三
〇
歳
か
ら
三
四
歳
が
五
九
名
、

三
五
歳
以
上
が
四
名
だ
っ
た
か
ら（
（1
（

、
全
員
が
一
八
歳
か
ら
稼
働
し
て
い
る
と
仮
定

す
る
と
、
四
年
を
こ
え
て
稼
働
さ
せ
ら
れ
て
い
る
女
性
（
二
三
歳
以
上
）
は
か
な

り
多
く
、
七
年
以
上
稼
働
さ
せ
ら
れ
る
女
性
も
三
七
六
名
（
三
九
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
）
に
達
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

四
年
を
越
え
て
稼
働
さ
せ
ら
れ
て
い
る
娼
妓
が
多
数
存
在
す
る
理
由
の
ひ
と
つ

は
、
県
警
察
部
長
の
一
九
二
五
年
九
月
の
指
示
で
、
年
期
期
間
満
了
後
で
あ
っ
て

も
娼
妓
本
人
が
新
た
に
登
録
申
請
書
を
提
出
す
れ
ば
「
同
一
場
所
ニ
於
テ
稼
業
ス

ル
者
ニ
限
リ
」
稼
業
年
限
の
更
新
を
認
め
る
と
い
う
抜
け
道
を
用
意
し
た
か
ら
で

あ
ろ
う（
（2
（

。
一
端
廃
業
し
た
上
で
、
他
の
貸
座
敷
に
住
み
替
え
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

　

山
口
県
に
お
け
る
公
娼
制
の
他
の
特
徴
に
つ
い
て
み
る
と
、
娼
妓
の
休
日
は
月

一
日
だ
っ
た（
（2
（

。
こ
れ
は
他
の
府
県
と
も
よ
く
似
て
お
り
、
他
の
一
三
県
が
同
様

だ
っ
た
。
な
お
、
休
日
な
し
、
休
日
は
年
一
日
、
年
二
日
と
い
う
所
も
多
く
、
年

三
〇
日
以
内
と
い
う
山
形
県
は
例
外
だ
っ
た
。

　

娼
妓
の
出
身
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
三
〇
年
六
月
現
在
の
山
口
県
に
い
る

娼
妓
九
四
五
名
の
出
身
地
は
、
多
い
方
か
ら
順
に
、
福
岡
（
二
五
八
名
）、
山
口

（
一
五
三
名
）、
広
島（
九
三
名
）、
熊
本（
七
九
名
）、
大
分（
六
二
名
）、
佐
賀（
四

三
名
）、
長
崎
（
四
一
名
）、
鹿
児
島
（
四
〇
名
）、
愛
媛
（
三
九
名
）、
島
根
（
三

一
名
）、
大
阪
（
一
七
名
）、
宮
崎
（
一
四
名
）、
兵
庫
（
一
〇
名
）、
香
川
（
九
名
）

な
ど
と
な
る
。
そ
の
多
く
が
九
州
出
身
者
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
つ
ぎ
が
中
国
地
方

出
身
者
だ
っ
た
。
沖
縄
出
身
者
は
三
名
、
北
海
道
出
身
者
は
二
名
で
、
東
北
出
身

者
は
い
な
か
っ
た（
（2
（

。

　

な
お
、
山
口
県
か
ら
貸
座
敷
指
定
地
に
連
れ
て
行
か
れ
た
女
性
六
七
一
名
の
行

き
先
は
、
大
阪（
一
六
七
名
）、
山
口（
一
五
三
名
）、
福
岡（
七
五
名
）、
広
島（
七

三
名
）、
京
都
（
五
二
名
）、
兵
庫
（
三
一
名
）、
岡
山
（
二
一
名
）、
香
川
（
一
三
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名
）、
東
京
（
一
二
名
）、
奈
良
（
九
名
）、
愛
知
（
七
名
）、
滋
賀
（
六
名
）
な
ど

と
な
り
、
地
元
や
近
隣
の
県
の
ほ
か
関
西
方
面
が
圧
倒
的
に
多
く
、
東
北
・
北
海

道
や
沖
縄
に
連
れ
て
行
か
れ
た
者
は
い
な
か
っ
た（
（2
（

。
関
西
方
面
が
多
い
と
い
う
の

は
商
業
や
工
業
方
面
で
の
就
職
の
場
合
と
似
て
い
た
。

Ⅲ
．
貸
座
敷
指
定
地
・
芸
妓
・
娼
妓
・
遊
客
の
推
移

　

本
誌
第
四
二
号
で
は
、
一
八
八
二
年
ま
で
の
山
口
県
に
お
け
る
貸
座
敷
指
定
地

等
の
増
減
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
そ
の
後
の
推
移
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
１
の

よ
う
に
な
る
。

　

娼
妓
の
数
は
、
日
清
戦
争
後
の
一
八
九
九
年
と
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一

六
年
、
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
二
三
年
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
日
中
戦
争
開
始
後
の

一
九
三
七
年
以
降
が
ピ
ー
ク
と
な
る
。
中
で
も
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
二
三

年
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
芸
妓
数
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
一
九
二
三

年
が
最
多
と
な
る
。

　

遊
客
数
は
、
な
ぜ
か
一
八
九
九
年
に
突
然
三
・
五
倍
に
跳
ね
上
が
り
、
翌
々
年

に
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
統
計
に
問
題
が
あ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
後
は
漸
増
し
、
一
九
一
七
年
に
三
九
万
三
七
二
三
人

と
な
り
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
遊
客
数
が
三
〇
万
人
台
だ
っ
た
時
期
は
一
九
一
三

年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
続
く
。
そ
の
後
は
漸
減
し
て
い
き
、
一
九
三
二
年
に
一

五
万
余
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
後
、
軍
需
景
気
の
中
で
漸
増
し
て
い
く
。

　

京
都
府
の
遊
客
を
検
討
し
た
横
田
冬
彦
氏
は
、「
大
衆
買
春
社
会
」
は
「
一
九

一
〇
―
二
〇
年
代
の
大
都
市
で
成
立
し
、
三
〇
年
代
に
は
周
辺
農
村
部
を
も
捉
え

表 1　�山口県における貸座敷・芸妓・娼妓・貸座敷遊客の数
の推移

年 貸座敷 芸妓 娼妓 芸妓+娼妓 貸座敷遊客
1890 152 465 746 1,229 64,306
1891 145 496 727 1,196 63,249
1892 156 466 744 1,210 71,859
1893 151 454 757 1,211 50,427
1894 148 480 677 1,157 76,698
1895 157 546 703 1,249 91,201
1896 162 630 749 1,379 96,515
1897 175 689 825 1,514 94,789
1898 217 730 935 1,665 94,953
1899 217 793 936 1,729 329,679
1900 204 632 789 1,421 228,686
1901 188 656 755 1,411 153,566
1902 167 563 650 1,213 146,056
1903 161 549 616 1,165 181,458
1904 162 559 681 1,240 197,119
1905 170 560 696 1,256 189,207
1906 177 640 739 1,379 235,438
1907 164 679 738 1,417 232,790
1908 166 693 787 1,480 240,590
1909 175 725 835 1,560 236,399
1910 182 776 852 1,638 241,033
1911 192 749 945 1,694 254,099
1912 214 851 1,059 1,910 275,127
1913 224 905 1,009 1,914 321,325
1914 226 913 1,007 1,920 313,942
1915 230 963 1,025 1,988 345,767
1916 246 1,027 1,082 2,109 311,698
1917 259 1,149 1,046 2,195 393,723
1918 256 1,315 960 2,275 355,330
1919 257 1,330 1,036 2,366 362,268
1920 266 1,434 1,048 2,482 273,330
1921 272 1,527 1,097 2,624 281,792
1922 287 1,625 1,228 2,857 258,758
1923 293 1,699 1,235 2,934 257,011
1924 301 1,656 1,186 2,842 237,609
1925 300 1,567 1,169 2,736 199,396
1926 292 1,375 1,234 2,609 202,219
1927 286 1,370 1,127 2,497 180,099
1928 276 1,464 1,012 2,476 190,241
1929 261 1,482 944 2,426 167,660
1930 262 1,455 959 2,414 －
1931 253 1,405 974 2,379 173,051
1932 251 1,325 979 2,304 155,099
1933 246 1,201 999 2,200 242,418
1934 248 1,285 1,027 2,312 246,057
1935 192 1,319 1,084 2,356 262,440
1936 221 1,406 1,114 2,520 230,943
1937 244 1,386 1,177 2,563 －
1938 231 1,417 1,110 2,527 －
出典：1890年から1911年までは山口県警察部編（のち山口県内務部編）
『山口県警察統計書』各年版（同，1895‐1913年），1912年以降は山口
県編『山口県統計書』第４編（警察及衛生）各年版（同県）による。
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て
い
っ
た
」
と
分
析
し
て
い
る
が（
（2
（

、
大
都
市
が
な
い
山
口
県
で
は
ど
の
よ
う
に
い

う
こ
と
が
で
き
る
か
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
貸
座
敷
で
の
買
春
が

最
も
盛
ん
だ
っ
た
時
期
は
山
口
県
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
で
あ
り
、
つ
い
で
一
九

二
〇
年
代
前
半
と
お
そ
ら
く
戦
時
期
で
あ
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九

三
〇
年
代
前
半
ま
で
は
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
る
、
と
は
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

こ
の
間
、
新
た
に
許
可
さ
れ
た
貸
座
敷
指
定
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
２
の
通

り
と
な
る
。
新
興
地
帯
の
宇
部
・
徳
山
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　

県
内
の
指
定
地
ご
と
の
娼
妓
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
３
は
一
九
二
九
年
現
在

の
数
値
で
あ
る
。
貸
座
敷
指
定
地
は
四
三
ヵ
所
で
、
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
所
と

新
た
に
指
定
さ
れ
た
所
が
か
な
り
あ
り
、
総
数
で
は
一
八
八
二
年
時
よ
り
一
ヵ
所

増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
貸
座
敷
営
業
者
も
娼
妓
も
い
な
い
指
定
地
が
一
三
ヵ
所

も
あ
る
。
ま
た
、
貸
座
敷
営
業
者
数
よ
り
も
娼
妓
の
数
が
少
な
い
指
定
地
が
三
ヵ

所
あ
る
が
、
こ
れ
は
娼
妓
を
置
か
ず
、
芸
妓
な
ど
を
招
い
て
営
業
し
て
い
る
営
業

者
が
い
る
か
ら
で
あ
る（
（2
（

。

　

娼
妓
の
多
い
指
定
地
は
、
徳
山
町
、
宇
部
市
中
宇
部
、
防
府
町
三
田
尻
、
下
関

新
地
町
、
山
口
市
馬
場
殿
小
路
・
米
殿
小
路
、
下
関
市
豊
前
田
町
、
柳
井
町
、
岩

国
町
の
順
と
な
り
、
遊
興
費
の
多
い
指
定
地
は
、
宇
部
、
下
関
市
新
地
町
、
三
田

尻
、
徳
山
、
柳
井
町
の
順
と
な
る
。
新
興
地
の
徳
山
・
宇
部
・
三
田
尻
が
増
加
し
、

新
地
町
を
除
く
下
関
の
各
遊
廓
の
凋
落
が
著
し
い
。
特
に
、
炭
鉱
と
の
関
係
で
宇

部
遊
廓
が
、
海
軍
と
の
関
係
で
徳
山
遊
廓
の
発
展
が
注
目
さ
れ
る
。
一
九
〇
五
年

三
月
二
五
日
か
ら
徳
山
町
で
海
軍
練
炭
事
業
が
開
始
さ
れ
、
娼
妓
の
数
が
増
え
て

い
っ
た（
（2
（

。
一
九
〇
七
年
六
月
三
日
に
は
、
宇
部
村
中
宇
部
新
堀
が
貸
座
敷
指
定
地

と
な
っ
た
。
山
口
市
馬
場
殿
小
路
・
米
殿
小
路
が
比
較
的
上
位
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
山
口
歩
兵
第
四
二
連
隊
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

一
九
三
〇
年
代
に
は
い
る
前
後
に
は
消
滅
す
る
遊
廓
も
出
て
き
た
。
つ
ぎ
の
各

地
は
、
一
九
三
二
年
七
月
一
五
日
の
県
令
第
五
〇
号
で
、
貸
座
敷
芸
妓
娼
妓
免
許

地
の
指
定
を
取
り
消
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

　

大
島
郡
家
室
西
方
村
地
家
宝

　

玖
珂
郡
麻
里
布
町
新
港

　

佐
波
郡
中
関
町
浜
方
村
中
ノ
関
、
同
田
島
村
中
ノ
関

　

佐
波
郡
西
浦
村
西
ノ
浦

　

萩
市
椿
東
越
ヶ
浜

　

豊
浦
郡
彦
島
町
福
浦

　

豊
浦
郡
彦
島
町
竹
ノ
子
島

表 2　山口県における貸座敷指定地の増加

指定日 法令 指定地域
1888年12月６日 県告示第174号 都濃郡豊井村浦町
1894年７月３日 告示第173号 厚狭郡須恵村小野田中川筋
1895年５月24日 県令第25号 豊浦郡清末村鞍馬上
1896年１月10日
（1900年追加）

県令第１号 同郡小月村原ヶ浴
同　　　　牛ヶ迫
同　　　　長田

1907年６月３日 県令第41号 玖珂郡柳井町柳井東土手
同　　　　　　　中開作
阿武郡萩町土原村弘法寺
同　　　　東浜崎弘法寺嶋続

1907年６月３日 県令第42号 厚狭郡宇部村中宇部新堀
1910年９月20日 県令第63号 熊毛郡室積町室積村松中

同　　　　　　　　普賢山
1910年10月21日 県令第68号 吉敷郡小郡町下郷村白髭
1912年６月29日 県令第40号 都濃郡徳山町代々木小路

同　　　　　才ノ森
1922年12月26日 県令第72号 熊毛郡室津村西町
1923年６月１日 県令第58号 吉敷郡山口町下宇野令東大橋
1930年９月12日 県令第50号 大津郡仙崎町十王堂
出典：帝国地方行政学会編『警察法規類典』下巻・山口県，同会，1931年，
第３編，pp.17-20.
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豊
浦
郡
彦
島
町
南
風
泊

　

こ
の
う
ち
、
豊
浦
郡
彦
島
町
の
福
浦
遊
廓
に
つ
い
て
は
、『
関
門
日
々
新
聞
』

一
九
三
一
年
五
月
一
九
日
の
記
事
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
と
、
下
関
警

察
署
長
が
報
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
福
浦
に
は
、
漁
船
の
寄
泊
地
と
し
て
明

治
維
新
の
頃
か
ら
す
で
に
遊
廓
が
存
在
し
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
前
後
に

は
貸
座
敷
が
十
数
軒
あ
っ
て
か
な
り
繁
栄
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
漁
船
が
帆
船
か

ら
機
械
船
に
変
わ
り
、
下
関
港
に
寄
泊
し
て
も
時
間
そ
の
他
の
影
響
が
殆
ど
な
く

な
っ
た
の
で
、
漁
船
が
下
関
に
寄
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
一
六
年
頃
に
は
貸
座
敷

は
数
軒
と
な
っ
た
。
一
九
二
七
年
一
二
月
二
〇
日
に
山
崎
浅
次
郎
が
廃
業
し
て
か

ら
は
貸
座
敷
は
な
く
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る（
（2
（

。
福
浦
遊

廓
の
場
合
は
漁
船
の
性
能
の
発
達
か
ら
衰
退
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

Ⅳ
．
貸
席
及
娼
妓
賦
金
徴
収
規
則
の
改
定

　

一
八
八
三
年
に
制
定
さ
れ
た
山
口
県
の
「
貸
席
幷
娼
妓
賦
金
徴
収
規
則
」
は
、

日
清
戦
争
後
の
一
八
九
六
年
三
月
一
三
日
に
改
定
さ
れ
、「
貸
席
及
娼
妓
賦
金
徴

収
規
則
」
と
な
っ
た
。
主
な
変
更
点
は
、
一
等
地
・
二
等
地
・
三
等
地
の
区
分
の

若
干
の
変
更
、
賦
金
額
の
よ
り
細
か
い
区
分
の
設
定
と
、
値
上
げ
で
あ
っ
た
。
貸

席
免
許
地
の
等
級
区
分
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る（
（2
（

。

　

一�

等
地
：
赤
間
関
市
赤
間
町
・
稲
荷
町
・
裏
町
・
西
ノ
端
町
・
豊
前
田
町
（
豊

前
田
町
は
二
等
地
か
ら
昇
格
）

表 3　�山口県における貸座敷指定地と貸座敷・娼妓・遊客数と
遊興費　1929年末現在

貸座敷指定地 貸座敷 娼妓 遊客 遊興費
大島郡小松町小町開作 － － － －
同　家室西方村 － － － －
玖珂郡岩国町 9 41 4,509 10,034
同　麻里布町 － － － －
同　柳井町 19 63 9,602 50,698
同　鳴戸村 － － － －
熊毛郡上関村 5 8 2,020 7,242
同　室津村 10 31 3,061 25,759
同　曾根村 1 1 85 305
同　室積町 3 3 2,880 5,800
都濃郡徳山町 18 119 14,500 53,896
同　下松町 4 24 7,420 31,890
佐波郡防府町三田尻 22 91 18,925 54,238
同郡同町　宮下町 － － － －
同郡中関町 － － － －
同　西浦村 － － － －
山口市久保小路 － － － －
同　馬場殿小路,米殿小路 16 77 18,535 50,730
同　下宇野令 2 18 2,748 11,107
吉敷郡小郡町 1 14 2,046 19,368
厚狭郡船木町 4 22 4,645 15,022
同　小野田町 7 38 11,803 40,375
宇部市中宇部 19 107 24,967 60,205
豊浦郡小月村 4 8 1,269 4,799
同　清末村 2 5 455 1,247
同　神田村 6 5 1,238 9,856
大津郡深川村 － － － －
同　仙崎村 4 15 2,675 6,854
阿武郡萩町土原町,東浜崎 8 24 9,982 31,922
同郡同町椿東 － － － －
豊浦郡彦島町福浦 － － － －
同郡同町南風泊 － － － －
同郡同町竹ノ子島 － － － －
下関市稲荷町 10 4 2,685 15,128
同　裏町 8 12 2,092 14,372
同　豊前田町 26 72 12,150 29,758
同　今浦町 6 13 2,466 6,076
同　新地町 32 83 16,132 57,872
同　竹崎町 7 4 453 2,989
同　赤間町 － － － －
同　西ノ端町 － － － －
出典：内務省警保局編「公娼と私娼」1931年２月，pp.54‐56.
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二�

等
地
：
玖
珂
郡
岩
国
町
米
屋
町
・
同
登
富
町
・
柳
井
津
町
、
佐
波
郡
佐
波
村

宮
市
町
・
三
田
尻
村
福
聚
町
、
吉
敷
郡
山
口
町
馬
場
殿
小
路
町
・
米
殿
小
路

町
、
豊
浦
郡
彦
島
村
福
浦
・
竹
ノ
子
島
、
赤
間
関
市
竹
崎
町
・
今
浦
町
・
新

地
町

　

三�

等
地
：
上
記
以
外
の
免
許
地

　

賦
金
表
は
表
４
の
通
り
だ
が
、
た
と
え
ば
、
従
来
一
等
地
で
は
、
賦
金
額
は
貸

席
月
三
円
・
娼
妓
一
円
五
〇
銭
だ
っ
た
が
、
改
定
に
よ
り
一
等
の
貸
席
四
円
五
〇

銭
、
二
等
の
貸
席
四
円
二
〇
銭
、
三
等
の
貸
席
三
円
九
〇
銭
、
四
等
の
貸
席
三
円

六
〇
銭
と
な
り
、
娼
妓
賦
金
は
一
等
地
で
一
律
一
円
八
〇
銭
と
な
っ
た
。
す
べ
て

の
区
分
で
値
上
げ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
等
地
で
は
従
来
は
貸
席
二
円
七
〇
銭
・
娼
妓
一
円
三
〇
銭
、
三
等
地
で
は
従

来
は
貸
席
二
円
五
〇
銭
・
娼
妓
一
円
二
〇
銭
だ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
で
も
す
べ
て
の

表 4　貸席・娼妓賦金表　1896年 3 月13日改定　単位：月額

地等級
貸席 娼妓

等級 区別 賦金 賦金

１等地

１等 客室41坪以上または娼妓９人以上 ４円50銭

１円80銭
２等 客室26坪以上41坪未満または娼妓６人～８人 ４円20銭

３等 客室11坪以上26坪未満または娼妓３人～５人 ３円90銭

４等 客室11坪未満または娼妓１～２人 ３円60銭

２等地

１等 客室41坪以上または娼妓９人以上 ３円90銭

１円50銭
２等 客室26坪以上41坪未満または娼妓６人～８人 ３円60銭

３等 客室11坪以上26坪未満または娼妓３人～５人 ３円30銭

３等 客室11坪未満または娼妓１～２人 ３円　　

３等地

１等 客室41坪以上または娼妓９人以上 ３円30銭

１円30銭
２等 客室26坪以上41坪未満または娼妓６人～８人 ３円　　

３等 客室11坪以上26坪未満または娼妓３人～５人 ２円80銭

４等 客室11坪未満または娼妓１～２人 ２円60銭
出典：「県令第二十六号 貸席及娼妓賦金徴収規則」，「山口県報」明治29年，山口県文書館.

表 5　貸席・娼妓賦金表　1899年 2 月14日改定　単位：月額

地等級
貸席 娼妓

等級 区別 賦金 賦金

１等地

１等 客室41坪以上または娼妓９人以上 ５円40銭

２円20銭
２等 客室26坪以上41坪未満または娼妓６人～８人 ５円　　

３等 客室11坪以上26坪未満または娼妓３人～５人 ４円70銭

４等 客室11坪未満または娼妓１～２人 ４円30銭

２等地

１等 客室41坪以上または娼妓９人以上 ４円70銭

１円80銭
２等 客室26坪以上41坪未満または娼妓６人～８人 ４円30銭

３等 客室11坪以上26坪未満または娼妓３人～５人 ４円　　

３等 客室11坪未満または娼妓１～２人 ３円60銭

３等地

１等 客室41坪以上または娼妓９人以上 ４円　　

１円60銭
２等 客室26坪以上41坪未満または娼妓６人～８人 ３円60銭

３等 客室11坪以上26坪未満または娼妓３人～５人 ３円40銭

４等 客室11坪未満または娼妓１～２人 ３円　　
出典：「県令第九号 貸席及娼妓賦金徴収規則」，「山口県報」明治32年，山口県文書館.
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区
分
で
値
上
げ
と
な
っ
た
。

　
「
貸
席
及
娼
妓
賦
金
徴
収
規
則
」は
、
一
八
九
九
年
・
一
九
〇
二
年
に
改
定
さ
れ
、

賦
金
額
は
表
５
・
表
６
の
よ
う
に
な
っ
た
（
等
地
の
変
更
は
な
し
）。
特
に
一
九

〇
二
年
の
値
上
げ
が
著
し
い
。

　

更
に
一
九
二
二
年
三
月
三
一
日
に
は
山
口
県
令
第
一
六
号
に
よ
り
、
表
７
の
よ

う
に
改
定
さ
れ
た
。
貸
座
敷
賦
金
は
、
抱
え
て
い
る
娼
妓
の
数
に
応
じ
て
も
課
金

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
幅
に
増
額
さ
れ
た
。
他
方
、
娼
妓
賦
金
は
相
当
減
額
さ

れ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

免
許
地
の
等
級
区
分
は
、
一
等
地
に
変
更
は
な
い
が
、
二
等
地
で
は
、
玖
珂
郡

柳
井
津
町
が
柳
井
町
に
な
り
、
佐
波
郡
佐
波
村
宮
市
町
と
三
田
尻
村
福
聚
町
は
防

表 6　貸座敷・娼妓賦金表　1902年 3 月22日　単位：月額

地等級
貸座敷 娼妓

等級 区別 賦金 賦金

１等地

１等 客室41坪以上または娼妓９人以上 10円10銭

４円10銭
２等 客室26坪以上41坪未満または娼妓６人～８人 ９円35銭

３等 客室11坪以上26坪未満または娼妓３人～５人 ８円75銭

４等 客室11坪未満または娼妓１～２人 ８円05銭

２等地

１等 客室41坪以上または娼妓９人以上 ８円05銭

３円15銭
２等 客室26坪以上41坪未満または娼妓６人～８人 ７円40銭

３等 客室11坪以上26坪未満または娼妓３人～５人 ６円85銭

４等 客室11坪未満または娼妓１～２人 ６円20銭

３等地

１等 客室41坪以上または娼妓９人以上 ６円85銭

２円75銭
２等 客室26坪以上41坪未満または娼妓６人～８人 ６円20銭

３等 客室11坪以上26坪未満または娼妓３人～５人 ５円85銭

４等 客室11坪未満または娼妓１～２人 ５円30銭
出典：「県令第二十九号〔賦金表改正〕」，「山口県報」明治34年，山口県文書館.

表 7　貸座敷・娼妓賦金表　1922年 3 月31日改定　単位：月額

地等級
貸座敷 娼妓

等級 区別 賦金 賦金

１等地

１等 客室41坪以上 16円00銭

1円10銭

２等 客室31坪以上41坪未満 15円15銭

３等 客室21坪以上31坪未満 14円00銭

４等 客室11坪以上21坪未満 13円10銭

５等 客室11坪未満 12円50銭

各等とも娼妓１名当り月額４円を併課。娼妓兼芸妓はその４分の１

２等地

１等 客室41坪以上 13円10銭

70銭

２等 客室31坪以上41坪未満 12円05銭

３等 客室21坪以上31坪未満 11円10銭

４等 客室11坪以上21坪未満 10円25銭

５等 客室11坪未満 ９円30銭

各等とも娼妓１名当り月額３円20銭を併課。娼妓兼芸妓はその４分の１

３等地

１等 客室41坪以上 11円10銭

40銭

２等 客室31坪以上41坪未満 10円25銭

３等 客室21坪以上31坪未満 ９円30銭

４等 客室11坪以上21坪未満 ８円75銭

５等 客室11坪未満 ７円95銭

各等とも娼妓１名当り月額３円を併課。娼妓兼芸妓はその４分の１
出典：「県令第十六号〔賦金表改正〕」「山口県報」1042号，1922年３月31日，山口県立山口図書館.
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府
町
に
な
っ
た
（
地
名
変
更
）。
新
た
に
二
等
地
に
熊
毛
郡
室
津
村
、
都
濃
郡
徳

山
町
、
吉
敷
郡
小
郡
町
、
厚
狭
郡
小
野
田
町
、
阿
武
郡
萩
町
、
宇
部
市
が
は
い

り
、
玖
珂
郡
岩
国
町
、
豊
浦
郡
彦
島
町
福
浦
・
竹
ノ
子
島
が
三
等
地
に
降
格
と

な
っ
た（
（3
（

。
こ
こ
に
も
、
遊
廓
の
衰
退
あ
る
い
は
発
展
の
状
況
が
現
れ
て
い
る
。

Ⅴ
．
娼
妓
健
康
診
断
規
則
の
整
備

　

一
九
〇
〇
年
九
月
二
九
日
に
制
定
さ
れ
た
県
令
第
七
七
号
「
娼
妓
身
体
検
査
規

則
」
で
は
、
一
八
八
二
年
制
定
の
「
娼
妓
黴
毒
検
査
規
則
」
と
一
八
八
七
年
の
「
娼

妓
検
黴
規
則
」
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
新
し
い
規
則
で
は
、
検
黴
所
で
検
査
医
に

よ
り
、
娼
妓
の
梅
毒
・
下
疳
・
淋
病
・
肺
結
核
そ
の
他
の
伝
染
性
疾
患
の
検
査
を

行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
性
病
検
査
だ
け
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
検
査

日
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
さ
れ
た
が
、
赤
間
関
市
と

豊
浦
郡
彦
島
村
の
貸
座
敷
指
定
地
で
は
、
娼
妓
の
数
が
多
い
の
で
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
日
割
り
と
さ
れ
た（
（3
（

。

　

月
曜
日
：
赤
間
関
市
新
地
町
・
今
浦
町
・
竹
崎
町
、
豊
浦
郡
彦
島
村
南
風
泊

　

火
曜
日
：
赤
間
関
市
稲
荷
町
・
裏
町
・
赤
間
町
・
西
ノ
端
町

　

木
曜
日
：
赤
間
関
市
豊
前
田
町

　

金
曜
日
：
豊
浦
郡
彦
島
村
福
浦

　

こ
の
規
則
は
間
も
な
く
一
〇
月
二
二
日
に
出
さ
れ
た
県
令
第
八
三
号
「
娼
妓
健

康
診
断
施
行
規
則
」
に
よ
り
一
部
改
定
さ
れ
た
（
文
末
資
料
４
参
照
）。
主
な
変

更
点
は
、
①
検
査
す
べ
き
疾
患
の
特
定
を
や
め
た
こ
と
、
②
「
検
黴
所
」
の
名
称

を
「
検
査
所
」
に
改
め
た
こ
と
、
③
赤
間
関
・
彦
島
の
検
査
指
定
曜
日
を
変
更
し

た
こ
と
、
④
警
察
官
の
職
権
で
臨
時
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
な
ど
で

あ
っ
た
。
な
お
、「
検
査
所
」
と
い
う
名
称
は
、
更
に
一
九
〇
一
年
三
月
に
は
「
健

康
診
断
所
」
に
改
め
ら
れ
た
。

　

一
九
〇
一
年
四
月
一
日
に
公
布
さ
れ
た
県
訓
令
第
三
号
「
娼
妓
健
康
診
断
施
行

規
則
取
扱
手
続
」
で
は
、
健
康
診
断
所
に
「
娼
妓
健
康
診
断
簿
」「
日
誌
」「
文
書

収
受
発
送
簿
」
と
い
う
三
種
の
所
定
帳
簿
の
設
置
を
義
務
づ
け
、
検
査
当
日
に
娼

妓
が
伝
染
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
時
や
、
娼
妓
が
検
査
不
参
の
時
、
疾
病
の
た

め
娼
妓
が
稼
業
で
き
な
い
時
に
は
即
日
に
「
娼
妓
健
康
診
断
事
故
通
知
書
」
を
警

察
官
署
に
通
知
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
た
。
疾
患
が
あ
る
娼
妓
に
は
娼
妓
病
院
で
治

療
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
健
康
診
断
は
、
警
察
署
長
ま
た
は

分
署
長
が
監
督
し
、
検
査
当
日
に
は
必
ず
警
察
官
を
派
遣
し
監
視
す
る
よ
う
規
定

さ
れ
た（
（3
（

。
一
九
〇
三
年
に
お
け
る
娼
妓
健
康
診
断
所
と
患
者
収
容
病
院
は
表
８
の

通
り
で
あ
る（
（3
（

。

表 8　娼妓健康診断所と患者収容病院　1904年

名称 位置 患者収容病院
小松娼妓健康診断所 大島郡小松志佐村 柳井娼妓健康診断所

附属娼妓病院岩国娼妓健康診断所 玖珂郡岩国町
柳井娼妓健康診断所 玖珂郡柳井津町
室積娼妓健康診断所 熊毛郡室積町
曾根娼妓健康診断所 熊毛郡曾根村
上関娼妓健康診断所 熊毛郡上関村
下松娼妓健康診断所 都濃郡下松町 三田尻娼妓健康診断

所附属娼妓病院三田尻娼妓健康診断所 佐波郡三田尻町

山口娼妓健康診断所 吉敷郡山口町 山口娼妓健康診断所
附属娼妓病院

仙崎娼妓健康診断所 大津郡仙崎村 萩娼妓健康診断所附
属娼妓病院萩娼妓健康診断所 阿武郡椿郷東分村

須恵娼妓健康診断所 厚狭郡須恵村 下関娼妓健康診断所
附属娼妓病院船木娼妓健康診断所 厚狭郡船木村

小月娼妓健康診断所 豊浦郡小月村
神田娼妓健康診断所 豊浦郡神田下村
下関娼妓健康診断所 下関市豊前田
出典：山口県衛生課「娼妓健康診断」綴，1900‐1941年，山口県文書館.
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吉見：山口県における近代公娼制の展開　㈡
　

一
九
〇
四
年
四
月
二
三
日
に
は
、
県
令
第
四
六
号
に
よ
り
「
娼
妓
健
康
診
断
施

行
規
則
」
が
一
部
改
定
さ
れ
、
下
関
市
と
山
口
町
で
は
週
二
回
の
健
康
診
断
を
課

す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
下
関
市
及
山
口
町
ニ
於
ケ
ル
モ
ノ
ハ
軍
隊

ノ
健
否
ニ
直
接
ノ
関
係
有
之
、
時
局
ニ
対
ス
ル
措
置
ト
シ
テ
」
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
日
露
戦
争
開
戦
の
結
果
、
派
遣
・
通
過
部
隊
や
山
口

歩
兵
第
四
二
連
隊
や
下
関
要
塞
砲
連
隊
の
将
兵
へ
の
性
病
感
染
を
恐
れ
て
の
措
置

で
あ
っ
た（
（3
（

。

　

一
九
〇
七
年
三
月
一
日
か
ら
都
濃
郡
徳
山
町
に
徳
山
娼
妓
健
康
診
断
所
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
宇
部
村
中
宇
部
新
堀
が
貸
座
敷
指

定
地
と
な
っ
た
の
は
一
九
〇
七
年
六
月
三
日
だ
が
、
一
九
〇
八
年
一
二
月
二
五
日

に
は
宇
部
娼
妓
健
康
診
断
所
設
置
が
告
示
さ
れ
た
（
県
告
示
第
六
四
七
号
）。
ま

た
、
一
九
一
九
年
四
月
一
日
に
は
、
宇
部
娼
妓
健
康
診
断
所
附
属
病
院
が
設
置
さ

れ
、
宇
部
・
須
恵
・
船
木
各
娼
妓
健
康
診
断
所
の
患
者
を
収
容
す
る
こ
と
と
な
っ

た
（
県
告
示
第
一
四
八
号
）。
こ
れ
は
宇
部
遊
廓
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
証
で

あ
ろ
う
。

　

一
九
二
三
年
一
二
月
に
は
、
娼
妓
病
院
と
い
う
名
称
を
避
け
、
表
９
の
よ
う
に

土
地
名
を
冠
す
る
こ
と
と
な
っ
た（
（3
（

。

　

こ
れ
ら
健
康
診
断
所
で
の
週
一
回
な
い
し
週
二
回
の
健
康
診
断
の
結
果
は
表
10

の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
六
年
に
お
け
る
山
口
県
の
娼
妓
一
日

平
均
検
査
数
は
七
一
五
名
で
あ
り
、
有
病
率
は
一
・
一
八
九
と
低
く
は
な
か
っ
た
。

特
に
、
仙
崎
（
一
〇
・
九
三
八
）、
萩
（
七
・
八
四
三
）、
三
田
尻
（
四
・
二
七
三
）

が
悪
か
っ
た
が
、
有
病
率
が
ゼ
ロ
と
か
そ
れ
に
近
い
所
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
軍

と
の
関
係
が
憂
慮
さ
れ
た
下
関
市
と
山
口
町
に
つ
い
て
み
る
と
、
下
関
市
は
〇
・

八
六
二
と
県
平
均
よ
り
低
か
っ
た
が
、
山
口
町
は
一
・
三
三
三
と
や
や
高
か
っ
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
山
口
県
警
務
長
は
、
一
九
〇
七
年
四
月
一
九
日
に
、
公
娼

間
に
性
病
の
「
蔓
延
比
較
的
多
数
」
で
あ
っ
て
も
「
軽
症
患
者
ハ
勿
論
就
中
痳
疾

表 9　娼妓健康診断所付属病院とその管轄区域　1923年

病院名称 所属 娼妓を収容すべき区域
片野病院 柳井娼妓健康診断所 岩国娼妓健康診断所

柳井娼妓健康診断所
曾根娼妓健康診断所
上関娼妓健康診断所
室津娼妓健康診断所

才ノ森病院 徳山娼妓健康診断所 室積娼妓健康診断所
徳山娼妓健康診断所
下松娼妓健康診断所

開地病院 三田尻娼妓健康診断所 三田尻娼妓健康診断所
相良病院 山口娼妓健康診断所 山口娼妓健康診断所

小郡娼妓健康診断所
弘法寺病院 萩娼妓健康診断所 萩娼妓健康診断所

仙崎娼妓健康診断所
茶山病院 下関娼妓健康診断所 下関娼妓健康診断所

小月娼妓健康診断所
神田娼妓健康診断所
福浦娼妓健康診断所

老松病院 宇部娼妓健康診断所 宇部娼妓健康診断所
船木娼妓健康診断所
小野田娼妓健康診断所

出典：山口県衛生課「娼妓健康診断」綴，1900‐1941年，山口県文
書館.

表 10　娼妓健康診断成績　1906年

健康診
断所名

娼妓
一日現在
平均数

健康診断
延人数

有病と
認めた者
の数

健康診断
１回当り
患者数

岩国 2.25 108 1 0.926
柳井 36.58 1,825 19 1.041
室積 4.66 220 1 0.455
曾根 4.50 218 0 0
上関 4.33 219 4 1.827
下松 20.25 824 16 1.942
三田尻 36.33 1,664 71 4.273
山口 82.83 7,280 97 1.333
船木 8.66 392 3 0.765
須恵 4.66 236 3 1.271
小月 7.50 384 10 2.604
神田 7.25 384 0 0
仙崎 10.25 448 49 10.938
萩 7.75 357 28 7.843
下関 477.50 39,771 343 0.862
計 715.00 54,330 645 1.187

出典：山口県衛生課「娼妓健康診断」綴，1900‐1941年，
山口県文書館.
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ノ
如
キ
往
々
看
過
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヤ
ノ
疑
ナ
キ
能
ハ
ス
」
と
危
惧
し
、
伝
染
の

恐
れ
が
あ
る
患
者
（
娼
妓
）
は
「
仮
借
ナ
ク
病
院
ニ
収
容
シ
」、
他
の
者
に
も
「
予

防
自
衛
ノ
途
ヲ
講
ス
ル
様
訓
諭
」
せ
よ
と
各
健
康
診
断
所
長
に
指
示
し
て
い
る（
（3
（

。

健
康
診
断
は
地
域
に
よ
っ
て
は
極
め
て
不
徹
底
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の

上
、
買
春
客
の
性
病
検
査
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
性
病
蔓
延
は
阻
止
で
き
な

か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
内
務
省
衛
生
局
予
防
課
は
、
各
道
府
県
衛
生
課
に
あ
て

て
、
一
九
二
一
年
五
月
二
〇
日
か
ら
二
五
日
ま
で
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た

北
欧
赤
十
字
社
性
病
会
議
の
決
議
文
を
九
月
二
九
日
に
送
付
し
て
い
る
が
、
決
議

文
の
中
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
っ
た
。

　
　

�

公
娼
ノ
取
締
及
ヒ
当
局
ノ
黙
認
ノ
如
キ
ハ
花
柳
病
感
染
ノ
阻
止
法
ト
シ
テ
ハ

医
学
上
有
効
ナ
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
有
害
ナ
ル
コ
ト
明
白
ニ
シ
テ
実
際
上
害

毒
交
通
ヲ
公
認
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
シ（
（3
（

こ
れ
は
ま
さ
に
正
鵠
を
射
た
指
摘
で
あ
っ
た
が
、
県
衛
生
課
は
こ
れ
を
ど
う
受
け

と
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
の
性
病
罹
患
率
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
三
三
年
に
お
け
る
山
口
県
の

娼
妓
健
康
診
断
延
人
員
は
五
万
四
一
七
九
名
、
罹
病
者
は
八
三
七
名
、
罹
病
率
は

一
・
五
七
％
で
、
全
国
平
均
の
一
・
七
二
％
よ
り
や
や
低
か
っ
た
。

　

な
お
、
一
九
二
七
年
に
花
柳
病
予
防
法
が
成
立
し
た
が
、
こ
れ
は
感
染
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
性
病
を
伝
播
し
た
「
売
淫
者
」
を
処
罰
す
る
こ
と
（
買
春

者
処
罰
は
な
し
）
と
「
診
療
所
ヲ
設
置
シ
テ
業
態
上
花
柳
病
伝
播
ノ
虞
ア
ル
者
ノ

診
療
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
こ
と
（
買
春
者
検
査
は
な
し
）
を
目
的
と
し
た
か

ら
（
（3
（

、
芸
妓
・
酌
婦
・
女
給
・
中
居
な
ど
の
検
診
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

九
三
三
年
度
に
お
け
る
芸
妓
延
受
診
者
二
万
二
四
一
二
名
の
罹
患
率
は
二
・
〇

五
％（
全
国
平
均
は
三
・
四
六
％
）、
酌
婦
延
受
診
者
一
〇
二
五
名
の
罹
患
率
は
四
・

七
七
％
（
全
国
平
均
は
五
・
三
四
％
）
で
、
娼
妓
よ
り
も
芸
妓
、
芸
妓
よ
り
も
酌

婦
の
罹
患
率
が
高
か
っ
た（
（3
（

。

　

娼
妓
と
壮
丁
（
原
則
二
〇
歳
で
徴
兵
検
査
を
受
け
た
男
子
）
の
罹
患
の
関
係
を

み
る
と
、
山
口
県
で
は
壮
丁
一
〇
〇
〇
人
に
対
す
る
娼
妓
の
数
は
八
七
・
二
人
で
、

全
国
第
一
〇
位
だ
っ
た
が
、
壮
丁
の
性
病
罹
患
率
は
九
・
九
〇
‰
で
全
国
第
二
五

位
だ
っ
た
。
壮
丁
の
罹
病
率
が
高
い
の
は
熊
本
（
三
五
・
四
二
‰
）・
沖
縄
（
三
三
・

五
七
‰
）・
京
都
（
二
〇
・
六
六
‰
）・
福
岡
（
一
九
・
八
九
‰
）・
広
島
（
一
八
・

二
七
‰
）・
兵
庫
（
一
八
・
〇
六
‰
）・
奈
良
（
一
七
・
七
九
‰
）・
佐
賀
（
一
七
・

四
三
‰
）
鹿
児
島
（
一
七
・
三
〇
‰
）・
大
阪
（
一
七
・
一
七
‰
）・
神
奈
川
（
一

六
・
三
九
‰
）・
香
川
（
一
四
・
五
七
‰
）・
大
分
（
一
四
・
三
三
‰
）・
宮
城
（
一

三
・
二
一
‰
）・
千
葉
（
一
二
・
五
七
‰
）
の
順
で
あ
り
、
壮
丁
一
〇
〇
〇
人
に

対
す
る
娼
妓
の
数
が
多
い
府
県
は
、
京
都
・
大
阪
・
東
京
・
広
島
・
愛
知
・
長
崎
・

奈
良
・
兵
庫
・
沖
縄
・
山
口
・
三
重
・
神
奈
川
・
岡
山
・
福
岡
・
香
川
の
順
だ
っ

た
か
ら
、
壮
丁
の
性
病
感
染
と
遊
廓
と
の
関
係
は
相
当
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
（
（4
（

。
し
か
し
、
愛
知
・
長
崎
は
罹
患
率
一
六
位
以
下
で
あ
っ
た
し
、
熊
本
の
罹
患

率
の
突
出
、
東
京
の
低
さ
（
二
三
位
）
な
ど
の
理
由
は
説
明
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、

徴
兵
検
査
は
居
住
地
で
は
な
く
本
籍
地
で
行
う
の
で
、
た
と
え
ば
熊
本
の
壮
丁
の

感
染
地
は
熊
本
と
は
限
ら
ず
、
大
阪
だ
っ
た
り
、
福
岡
だ
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ

と
と
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

本
論
に
戻
る
と
、
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
、
治
療
費
等
の
負
担
は
ど
う
処
理
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
娼
妓
病
院
で
の
娼
妓
負
担
に
つ
い
て
、
山
口
、
徳
山
、
下

松
、
室
積
、
柳
井
、
下
関
豊
前
田
・
竹
崎
・
今
津
・
新
地
各
遊
廓
の
娼
妓
代
表
二

十
余
名
は
、
一
九
二
六
年
六
月
二
七
日
、
娼
妓
病
院
の
入
院
料
（
一
日
二
〇
銭
）

免
除
と
入
院
中
の
食
費
支
給
一
回
一
三
銭
の
二
〇
銭
へ
の
増
額
を
求
め
る
陳
情
書

を
県
警
察
部
長
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
強
制
的
に
入
院
さ
せ
な
が
ら



13

吉見：山口県における近代公娼制の展開　㈡

入
院
料
を
と
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
、
ま
た
賦
金
と
入
院
料
支
払
い
は
二
重
徴
収

で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
陳
情
に
つ
い
て
、
新
聞
記
事
で
は
、
県

の
財
源
枯
渇
の
折
か
ら
実
現
は
至
難
だ
ろ
う
と
書
か
れ
て
い
る（
（4
（

。
そ
の
後
、
一
九

二
七
年
三
月
一
八
日
の
県
令
第
二
八
号
に
よ
り
、
娼
妓
入
院
料
一
人
一
日
二
〇
銭

と
い
う
規
定
は
廃
止
さ
れ
、
か
わ
り
に
娼
妓
入
院
患
者
へ
の
食
費
支
給
は
一
人
一

度
一
三
銭
か
ら
八
銭
に
引
き
下
げ
ら
れ
た（
（4
（

。
果
し
て
娼
妓
代
表
の
陳
情
は
実
現
し

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
内
務
省
警
保
局
に
よ
る
一
九
三
〇
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
山
口
県
で

は
、
性
病
罹
患
の
場
合
、
治
療
費
は
抱
主
と
娼
妓
の
折
半
だ
っ
た
（
三
遊
廓
の
み

抱
主
が
全
額
負
担
）。
そ
の
他
の
疾
病
で
は
年
間
三
〇
日
以
内
に
限
り
折
半
で
、

そ
れ
を
越
え
れ
ば
娼
妓
の
負
担
と
す
る
の
が
一
九
遊
廓
、
全
期
間
折
半
が
一
遊

廓
、
全
額
娼
妓
負
担
が
一
遊
廓
だ
っ
た
。
殆
ど
の
遊
廓
が
性
病
に
よ
る
休
業
日
の

二
分
の
一
を
稼
業
日
数
に
い
れ
て
い
た
が
、
年
間
三
〇
日
ま
で
と
す
る
所
が
多

か
っ
た
（
神
田
村
遊
廓
の
み
三
〇
日
以
内
に
限
り
全
日
算
入
）。
性
病
以
外
の
疾

病
で
は
、
年
間
一
五
日
以
内
を
稼
業
期
間
に
算
入
す
る
も
の
が
一
六
遊
廓
、
年
間

一
五
日
以
内
（
分
娩
の
場
合
二
ヵ
月
間
）
を
稼
業
期
間
に
算
入
す
る
も
の
が
九
遊

廓
、
休
業
日
数
の
半
分
を
稼
業
日
数
に
い
れ
る
も
の
が
一
遊
廓
だ
っ
た（
（4
（

。
治
療
費

の
負
担
が
重
い
こ
と
が
わ
か
る
。

Ⅵ
．
芸
妓
取
締
規
則
の
改
定

　

一
八
七
九
年
五
月
三
〇
日
に
県
布
達
甲
第
二
三
〇
号
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
芸

妓
取
締
規
則
」
は
、
一
九
〇
〇
年
三
月
三
〇
日
の
県
令
第
二
九
号
に
よ
り
一
部
改

定
さ
れ
た
。
改
定
点
は
、
学
齢
児
童
で
義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
女
子
の
営

業
を
禁
止
し
た
こ
と
と
、
宿
屋
で
の
営
業
禁
止
と
、
学
生
・
生
徒
の
招
き
に
応
じ

て
は
な
ら
な
い
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
宿
屋
で
の
営
業
禁
止
の
除
外
地

と
し
て
、
赤
間
関
市
・
吉
敷
郡
下
宇
野
令
村
湯
田
・
豊
浦
郡
川
棚
村
湯
谷
・
大
津

郡
深
川
村
湯
本
・
大
津
郡
俵
山
村
湯
町
が
指
定
さ
れ
て
い
た（
（4
（

。
規
模
の
大
き
い
遊

廓
が
あ
る
赤
間
関
市
と
温
泉
地
は
別
格
扱
い
だ
っ
た
。

　

つ
い
で
、
一
九
〇
〇
年
一
一
月
七
日
に
は
、
県
令
第
八
九
号「
芸
妓
取
締
規
則
」

が
公
布
さ
れ
た（
巻
末
資
料
５
参
照
）。
改
め
て
芸
妓
に
は「
指
定
区
域
内
ニ
居
住
」

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
学
齢
児
童
で
義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
女

子
の
営
業
禁
止
は
継
続
さ
れ
た
が
、
新
た
に
就
学
免
除
者
は
除
く
こ
と
と
さ
れ

た
。
芸
妓
営
業
願
書
に
は
、
申
請
者
の
本
籍
住
所
・
居
所
・
族
称
・
氏
名
・
生
年

月
日
、
許
可
後
の
住
所
・
芸
名
を
届
け
る
こ
と
、
親
族
の
承
諾
書
、
未
成
年
の
場

合
は
更
に
実
父
ま
た
は
実
母
ま
た
は
実
祖
父
ま
た
は
実
祖
母
の
承
諾
書
、
夫
の
あ

る
女
性
は
夫
の
承
諾
書
、
戸
籍
謄
本
、
市
町
村
長
作
成
の
前
科
有
無
の
証
明
書
の

提
出
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
芸
妓
の
住
居
外
で
の
宿
泊
お
よ
び
警
察
官
署
の
管
轄
外
へ
の
外
出
に
は

警
察
官
署
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
た
。
更
に
、
①
宿
屋
ま
た
は
宿
屋
と
同
一
構
内

で
宿
屋
が
兼
営
す
る
料
理
屋
・
飲
食
店
で
の
営
業
、
②
学
生
・
生
徒
の
招
き
に
応

ず
る
こ
と
、
③
午
後
一
二
時
か
ら
午
前
八
時
ま
で
の
客
席
侍
従
、
⑤
居
宅
へ
の
遊

客
の
宿
泊
は
禁
止
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
①
と
③
の
禁
止
事
項
は
赤
間
関
市
・
吉
敷

郡
下
宇
野
令
村
湯
田
・
豊
浦
郡
川
棚
村
湯
谷
・
大
津
郡
深
川
村
湯
本
・
大
津
郡
俵

山
村
湯
町
で
は
除
外
さ
れ
た
。
遊
客
か
ら
不
審
な
金
品
を
貰
っ
た
り
預
か
っ
た
り

し
た
時
に
は
警
察
官
に
申
告
す
べ
し
と
す
る
義
務
は
娼
妓
と
同
じ
だ
っ
た（
（4
（

。

　

こ
の
県
令
第
八
九
号
は
、
一
九
一
〇
年
七
月
三
〇
日
に
廃
止
さ
れ
、
同
日
に
県

令
第
五
五
号
「
芸
妓
及
芸
妓
置
屋
営
業
取
締
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
新
規

則
で
は
、
芸
妓
営
業
申
請
に
際
し
て
、
契
約
書
の
写
し
と
、
肺
結
核
・
ハ
ン
セ
ン

病
・
性
病
・
ト
ラ
ホ
ー
ム
・
伝
染
性
皮
膚
病
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
医
師
の
診

断
書
の
提
出
、
前
営
業
場
所
の
申
告
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
。
芸
妓
の
住
所
は
貸
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座
敷
免
許
地
内
か
県
の
指
定
し
た
地
域
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
年

齢
は
、
よ
う
や
く
小
学
校
を
修
了
し
て
い
な
い
一
四
歳
未
満
の
者
は
す
べ
て
不
可

と
な
っ
た
。
他
の
禁
止
事
項
は
、
学
生
・
生
徒
の
席
に
侍
す
こ
と
、
貸
座
敷
免
許

地
外
で
夜
一
二
時
以
後
歌
舞
音
曲
を
な
す
こ
と
（
貸
座
敷
免
許
地
内
は
時
間
制
限

が
な
く
な
っ
た
）、
性
病
な
ど
の
疾
病
に
か
か
っ
て
営
業
す
る
こ
と
、
遊
客
を
宿

泊
さ
せ
る
こ
と
、
張
見
世
を
す
る
こ
と
、
許
可
な
く
他
の
場
所
に
宿
泊
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
っ
た
（
芸
妓
置
屋
に
関
す
る
規
定
の
検
討
は
略
す
（
（4
（

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
芸
妓
に
も
居
住
・
外
出
・
廃
業
・
遊
客
選
択
の
自
由
は
な
く
、

そ
の
状
態
は
、
娼
妓
と
同
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
定
期
的
健
康
診
断
の
強
制
は

な
か
っ
た
。
な
お
、
一
九
三
三
年
に
は
、
県
令
第
五
九
号
に
よ
り
芸
妓
置
屋
営
業

取
締
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
外
泊
に
関
す
る
条
項
が
削
除
さ
れ
、
芸
妓
の
自

由
外
泊
に
関
す
る
拘
束
が
な
く
な
っ
た
と
い
う（
（4
（

。

　

芸
妓
の
境
遇
も
劣
悪
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
で
、
一
九
二

五
年
一
〇
月
一
〇
日
に
は
警
察
部
長
指
示
「
芸
妓
及
芸
妓
置
屋
営
業
取
締
規
則
取

扱
ニ
関
ス
ル
件
」
が
出
さ
れ
、
契
約
書
記
載
の
契
約
期
間
内
に
あ
る
芸
妓
は
「
其

期
間
満
了
ト
同
時
ニ
廃
業
者
ト
シ
テ
処
理
ス
ル
コ
ト
」と
い
う
指
示
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、「
契
約
期
間
満
了
後
モ
引
続
キ
営
業
ヲ
継
続
セ
ン
ト
ス
ル
」
芸
妓
は
所

轄
警
察
官
署
の
認
可
を
受
け
し
む
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で（
（4
（

、
本
人
の
自
由
意
志
と

い
う
名
目
で
廃
業
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
も
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

Ⅶ
．
山
口
県
警
察
部
に
よ
る
芸
娼
妓
の
待
遇
改
善
政
策

　

一
九
二
八
年
八
月
一
六
日
、
山
口
県
警
察
部
長
は
「
芸
娼
妓
待
遇
改
善
ニ
関
ス

ル
件
」
と
い
う
指
示
を
各
警
察
署
長
に
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
芸
娼
妓
が
「
憐
憫

タ
ル
境
遇
ノ
下
ニ
従
業
シ
ツ
ツ
ア
ル
」
状
態
に
あ
る
た
め
「
救
済
的
待
遇
改
善
事

項
」を
定
め
て
、
一
〇
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
、

芸
妓
の
境
遇
の
劣
悪
さ
に
つ
い
て
「
芸
妓
ハ
娼
妓
ト
ハ
聊
カ
其
趣
ヲ
異
ニ
ス
ト
雖

モ
其
境
遇
ニ
至
リ
テ
ハ
殆
ン
ド
大
差
ナ
キ
者
多
キ
ヲ
以
テ
」
と
認
め
て
い
る
こ
と

は
注
目
さ
れ
る
。
待
遇
改
善
事
項
は
具
体
的
に
は
、
長
く
な
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
。

　

①　

�

抱
主
は
、
毎
月
の
芸
娼
妓
の
揚
高
か
ら
、
左
記
の
金
額
を
控
除
し
た
上

で
、
残
額
三
〇
円
以
上
一
〇
〇
円
未
満
は
五
％
、
一
〇
〇
円
以
上
二
〇
〇

円
未
満
は
七
％
、
二
〇
〇
円
以
上
は
一
〇
％
を
芸
娼
妓
に
交
付
す
る
こ

と
。

　
　
　

１
．�

芸
妓
に
つ
い
て
は
食
費
・
衣
服
・
雑
費
の
一
部
と
し
て
毎
月
揚
高
の

二
〇
％
以
内
、
及
び
料
理
屋
日
銭
・
検
番
費
・
税
金
。

　
　
　

２
．�

娼
妓
に
つ
い
て
は
食
費
・
衣
服
・
雑
費
の
一
部
と
し
て
毎
月
揚
高
の

一
五
％
以
内
、
及
び
娼
妓
賦
金
。

　

②　

芸
妓
・
娼
妓
に
対
す
る
左
記
の
経
費
は
抱
主
の
負
担
と
す
る
こ
と
。

　
　
　

１
．�

食
費
・
居
室
・
寝
具
・
箪
笥
・
鏡
台
・
火
鉢
・
客
席
用
衣
服
・
湯
銭
・

結
髪
料
（
月
四
回
）・
電
灯
料
・
炭
代
・
紙
代
・
諸
税
、
そ
の
他
従

業
上
の
直
接
必
要
経
費
。

　
　
　

２
．
稼
業
中
分
娩（
流
産
を
含
む
）に
直
接
要
し
た
経
費（
芸
妓
を
除
く
）。

　
　
　

３
．�

稼
業
期
間
中
妊
娠
分
娩
し
た
時
は
契
約
期
間
中
の
養
育
費
の
半
額

（
芸
妓
を
除
く
）。

　
　
　

４
．�

性
病
の
治
療
費
半
額
以
上
、
そ
の
他
の
疾
病
は
一
年
に
つ
き
三
〇
日

以
内
に
限
り
治
療
費
の
半
額
。

　
　
　

５
．
組
合
費
・
検
番
費
。

　

③　

毎
月
一
日
以
上
の
休
日
を
与
え
る
こ
と
。

　

④　

分
娩
前
後
各
二
ヵ
月
の
休
業
。
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⑤　

�

芸
妓
が
債
務
全
額
を
弁
済
し
た
時
、
ま
た
は
契
約
期
間
が
満
了
し
た
時
は

直
ち
に
廃
業
で
き
る
こ
と
。
娼
妓
が
債
務
全
額
を
償
却
し
た
時
、
ま
た
は

契
約
期
間
が
満
了
し
た
時
は
直
ち
に
娼
妓
名
簿
を
削
除
す
る
こ
と
。
こ
れ

ら
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
は
所
轄
警
察
署
に
届
け
出
る
こ
と
。

芸
妓
・
娼
妓
が
債
務
の
一
部
を
返
却
し
た
時
は
前
借
金
の
割
合
に
応
じ
契

約
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
。

　

⑥　

左
記
の
休
業
日
数
を
稼
業
日
数
に
算
入
す
る
こ
と
。

　
　
　

１
．�

性
病
の
た
め
に
入
院
を
命
じ
ら
れ
た
日
数
の
半
分
（
芸
妓
を
除
く
）。

　
　
　

２
．
そ
の
他
の
疾
病
の
場
合
、
一
年
に
付
き
一
五
日
以
内
。

　
　
　

３
．
分
娩
前
後
各
二
ヵ
月
の
休
業
（
芸
妓
を
除
く
）。

　
　
　

４
．
貸
座
敷
ま
た
は
芸
妓
置
屋
の
営
業
禁
停
止
処
分
に
よ
る
休
業
。

　
　
　

５
．
抱
主
の
都
合
に
よ
る
休
業
。

　
　
　

６
．
休
日
。

　

⑦　

稼
業
期
間
は
四
ヵ
年
以
内
（
芸
妓
を
除
く
）
と
す
る
こ
と
。

　

⑧　

芸
娼
妓
の
補
充
稼
業
を
認
め
る
が
、
娼
妓
は
一
年
以
内
と
す
る
こ
と
。

　

⑨　

娼
妓
の
張
見
世
禁
止
（
本
件
施
行
後
九
〇
日
以
内
に
撤
廃
）。

　

⑩　

芸
娼
妓
の
負
担
と
な
る
年
末
・
年
始
・
盆
な
ど
で
の
贈
答
の
禁
止
。

　

⑪　

�

前
借
・
別
借
の
収
支
は
貸
借
明
細
簿
に
明
記
す
る
こ
と
。
別
借
が
一
ヵ
月

二
〇
円
を
超
え
る
時
は
所
轄
警
察
署
長
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
。

　

⑫　

�

な
る
べ
く
芸
娼
妓
の
所
得
の
一
部
を
毎
月
本
人
名
義
の
郵
便
貯
金
に
預
入

る
こ
と
。

　

⑬　

�

前
借
金
・
別
借
金
に
は
利
子
を
つ
け
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
芸
娼
妓
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
処
分
を
受
け
た
時
、
ま
た

は
芸
娼
妓
の
都
合
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
時
は
残
存
債
務
に
対
し
借
り

い
れ
た
日
か
ら
年
一
割
以
内
の
単
利
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

⑭　

�

抱
主
は
芸
娼
妓
に
対
し
修
養
・
慰
安
の
方
法
を
講
じ
、
そ
の
経
費
を
負
担

す
る
こ
と（
（4
（

。

　

以
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
年
期
歩
合
折
衷
制
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
揚
代

金
月
三
五
円
未
満
は
給
付
金
な
し
、
揚
代
金
月
一
一
八
円
で
五
円
、
揚
代
金
二
三

五
円
で
一
四
円
、
揚
代
金
三
〇
〇
円
で
も
二
六
円
程
度
だ
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
追

借
金
の
返
済
も
必
要
で
、
追
加
の
物
入
り
が
あ
っ
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
り
す
れ

ば
、
厳
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
前
借
金
の
返
済
を
終
え
て

も
、
契
約
期
間
が
満
了
し
て
も
廃
業
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
芸
娼
妓
の
お
か
れ
た
境
遇
が
い
か
に
苛
酷
で
あ
っ
た
か
が
思
わ
れ
る
。
こ

の
待
遇
改
善
策
が
ど
の
程
度
励
行
、
実
行
さ
れ
、
ど
の
程
度
の
待
遇
改
善
に
な
っ

た
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

県
の
行
政
資
料
か
ら
公
娼
制
・
遊
廓
の
実
態
を
捉
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

中
で
も
県
警
察
部
関
係
の
資
料
が
一
部
を
除
い
て
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
隘

路
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
県
や
警
察
に
よ
る
管
理
・
統
制
の
一
端
は
わ
か

る
。
改
め
て
痛
感
す
る
の
は
、
年
期
制
に
し
ろ
、
歩
合
制
に
し
ろ
、
制
度
は
建
前

で
あ
り
、
実
際
に
そ
の
通
り
に
は
運
用
さ
れ
ず
、
抜
け
道
が
い
く
ら
も
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
抜
け
道
は
貸
座
敷
営
業
者
（
楼
主
）
が
つ
く
っ
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
警
察
が
つ
く
る
場
合
も
あ
っ
た
。
廃
娼
運
動
に
押
さ
れ
て
警
察
が
芸
娼
妓

の
待
遇
改
善
を
叫
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
も
、
年
期
が

過
ぎ
て
も
解
放
さ
れ
な
い
女
性
は
い
く
ら
で
も
お
り
、
警
察
は
満
期
廃
業
や
債
務

完
済
時
の
廃
業
の
励
行
だ
け
で
な
く
、
定
め
ら
れ
た
休
日
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て

も
指
導
し
て
い
る
有
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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今
後
の
課
題
は
、
山
口
県
に
お
け
る
娼
妓
の
お
か
れ
た
状
態
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
具
体
的
に
解
明
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿

を
作
成
し
て
い
る
過
程
で
、
新
聞
記
事
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。
た
と
え

ば
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
広
島
・
山
口
版
（
一
九
二
六
年
一
一
月
か
ら
山
口
版

と
な
る
）
に
は
貸
座
敷
・
娼
妓
関
係
の
情
報
が
か
な
り
多
い
。
そ
の
点
検
も
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

　

付
記
：
資
料
収
集
に
当
た
り
、
山
口
県
文
書
館
と
山
口
県
立
山
口
図
書
館
の
み
な
さ
ま

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿
は
科
学
研
究
費

19H
04389 

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

資
料　

�〔
以
下
の
各
資
料
に
お
い
て
、
人
名
を
除
き
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め

た
。〕

資
料
１　

�

山
口
県
布
達
甲
第
三
三
号　

貸
席
幷
娼
妓
取
締
規
則
・
年
行
司
取
扱
手

続
改
正　

一
八
八
二
年
四
月
六
日

甲
第
三
拾
三
号

貸
席
娼
妓
取
締
規
則
及
年
行
司
取
扱
手
続
別
紙
之
通
改
正
候
条
此
旨
布
達
候
事

　
　
　
　
　

明
治
十
五
年
四
月
六
日　
　

山
口
県
令　

原　

保
太
郎

〔
別
紙
〕

　
　

貸
席
幷
娼
妓
取
締
規
則

　

第
一
章　

貸
席
規
則

第
一
条　

�

貸
席
営
業
ヲ
為
サ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
第
壱
号
願
書
式
ニ
照
準
シ
所
轄
警

察
官
署
ヘ
願
出
ヘ
シ

　
　
　
　

但
華
士
族
ノ
名
称
ア
ル
モ
ノ
ハ
此
営
業
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
条　

�

此
営
業
者
若
シ
甲
ノ
警
察
署
所
轄
内
免
許
地
ヨ
リ
乙
ノ
警
察
署
所
轄
内

免
許
地
ヘ
転
籍
又
ハ
寄
留
シ
テ
営
業
セ
ン
ト
ス
ル

ハ
第
弐
号
願
書
式

ニ
照
準
シ
旧
鑑
札
ヲ
添
ヘ
甲
警
察
署
ヘ
願
出
而

乙
警
察
署
ヨ
リ
新
鑑

札
ヲ
下
ケ
受
ク
ヘ
シ

　
　
　
　

�

但
一
警
察
署
所
轄
内
甲
ノ
免
許
地
ヨ
リ
乙
ノ
免
許
地
ヘ
転
籍
寄
留
ス
ル

ハ
甲
乙
両
地
ノ
戸
長
及
ヒ
年
行
司
保
証
人
ノ
連
署
ヲ
以
テ
鑑
札
書
換

願
出
ヘ
シ

第
三
条　

�

水
火
盗
難
過
誤
等
ニ
テ
免
許
鑑
札
ヲ
遺
失
毀
損
セ
シ

ハ
速
カ
ニ
其
事

由
ヲ
認
メ
鑑
札
書
換
又
ハ
再
度
下
付
所
轄
警
察
署
ヘ
願
出
ヘ
シ

第
四
条　

�

廃
業
セ
ン
ト
欲
ス
ル
乎
或
ハ
鑑
札
主
死
亡
ス
ル

ハ
第
三
号
届
書
式
ニ

照
準
シ
鑑
札
ヲ
添
へ
所
轄
警
察
署
ヘ
届
出
ツ
ヘ
シ

第
五
条　

�

此
営
業
者
ハ
常
ニ
店
頭
ニ
第
一
図
式
ノ
如
ク
標
札
ヲ
掲
ケ
夜
間
ハ
第
二

図
式
ノ
如
ク
標
灯
ヲ
掲
ク
ヘ
シ

第
六
条　

�

貸
席
ハ
娼
妓
ト
自
ラ
営
業
相
待
ツ
ト
雖

各
自
ニ
活
計
ヲ
為
ス
者
ナ
レ

ハ
総
テ
渠
等
ノ
身
上
ヲ
駈
引
ス
ル
ヲ
得
ス

第
七
条　

�

無
鑑
札
ニ
テ
貸
席
ノ
営
業
ヲ
ナ
シ
又
ハ
無
鑑
札
ノ
婦
女
ニ
坐
席
ヲ
貸
シ

娼
妓
ニ
紛
ワ
シ
キ
所
業
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス

第
八
条　

�

娼
妓
ヲ
貸
席
外
又
ハ
碇
泊
船
ヘ
差
遣
シ
営
業
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
尤

赤
間
関
区
内
ノ
免
許
地
ニ
於
テ
其
海
岸
碇
泊
ノ
船
ニ
行
キ
営
業
ヲ
ナ
サ

シ
ム
ル
ハ
格
別
ナ
リ
ト
ス

第
九
条　

�
娼
妓
揚
代
価
ハ
予
テ
相
定
メ
所
轄
警
察
署
ヘ
届
出
ヘ
シ

第
十
条　

�
木
札
ニ
寄
留
仝
居
娼
妓
ノ
姓
名
ヲ
書
シ
店
頭
ニ
掲
ケ
置
ク
ヘ
シ
若
シ
病

気
等
ニ
テ
休
業
ス
ル
モ
ノ
ア
ル

ハ
其
名
札
ヲ
除
去
ス
ヘ
シ

第
十
一
条�　

娼
妓
ノ
健
康
ニ
注
意
シ
梅
毒
ノ
検
査
ヲ
受
ク
ヘ
キ
旨
篤
ト
告
諭
シ
且
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検
査
当
日
ハ
娼
妓
ヲ
シ
テ
時
間
ヲ
誤
ラ
ス
梅
毒
検
査
場
ヘ
出
頭
セ
シ
ム

ヘ
シ

第
十
二
条�　

客
ノ
金
銭
遣
方
其
他
ニ
注
意
シ
不
審
ノ
者
ト
見
認
ム
ル

ハ
速
ニ
最

寄
警
察
署
又
ハ
分
署
若
ク
ハ
巡
行
ノ
巡
査
ヘ
密
告
ス
ヘ
シ

第
十
三
条�　

免
許
鑑
札
ハ
決
シ
テ
他
人
ト
貸
借
売
買
ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
十
四
条�　

此
営
業
者
ハ
第
八
号
雛
形
ニ
依
リ
客
名
簿
甲
乙
両
冊
ヲ
製
シ
置
キ
客

来
レ
ハ
直
ニ
書
式
ニ
照
準
シ
其
姓
名
等
ヲ
記
載
シ
毎
日
正
午
十
二
時
限

リ
所
轄
警
察
署
又
ハ
分
署
若
ク
ハ
交
番
所
ヘ
届
出
簿
冊
ノ
交
換
ヲ
ナ
ス

ヘ
シ

　
　
　
　

�

但
警
察
署
分
署
交
番
所
遠
隔
ノ
地
ニ
於
テ
ハ
毎
月
末
戸
長
役
場
ヘ
差
出

シ
巡
回
巡
査
ノ
調
査
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
十
五
条�　

娼
妓
逃
走
又
ハ
死
亡
シ
タ
ル

ハ
即
日
ヨ
リ
起
算
シ
日
数
十
日
以
内

ニ
届
出
ヘ
シ

第
十
六
条�　

賦
金
ハ
毎
月
金
弐
円
五
拾
銭
ト
シ
之
ヲ
徴
収
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　

但
十
五
日
以
前
ノ
廃
業
十
六
日
以
后
ノ
開
業
ハ
其
半
額
ヲ
納
ム
ヘ
シ

第
十
七
条�　

賦
金
ハ
翌
月
十
七
日
限
リ
郡
区
役
所
ヘ
徴
収
ス
故
ニ
其
期
日
前
年
行

司
ヘ
納
ム
ヘ
シ

第
十
八
条�　

此
規
則
ニ
背
キ
タ
ル
モ
ノ
ハ
違
警
罪
ヲ
以
テ
罰
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
外
仍
ホ

行
政
処
分
ヲ
以
テ
営
業
ヲ
停
止
又
ハ
禁
止
ス
ル
ヿ
ア
ル
ヘ
シ

　
　
　
　

第
二
章　

娼
妓
規
則

第
一
条　

�

娼
妓
営
業
ヲ
ナ
サ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
必
ス
本
人
ノ
志
願
ニ
出
テ
他
ノ
強

誘
ヲ
受
ク
ル
ヘ
カ
ラ
ス

第
二
条　

�

十
五
年
未
満
ノ
婦
女
及
ヒ
華
士
族
ノ
名
称
ア
ル
モ
ノ
ハ
此
営
業
ヲ
ナ
ス

ヿ
ヲ
得
ス

　
　
　
　

�

但
十
五
年
未
満
ト
雖
モ
現
ニ
許
可
ヲ
得
テ
営
業
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ハ
此
限
ニ

ア
ラ
ス

第
三
条　

�

此
営
業
ヲ
ナ
サ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
第
四
号
願
書
書
式
ニ
照
準
シ
尚
貸
席

主
ト
契
約
書
ノ
写
及
ヒ
梅
毒
検
査
ノ
証
書
ヲ
添
へ
所
轄
警
察
署
ヘ
願
出

ヘ
シ

第
四
条　

�

此
営
業
者
若
シ
甲
ノ
警
察
署
所
轄
内
免
許
地
ヨ
リ
乙
ノ
警
察
署
所
轄
内

免
許
地
ヘ
転
籍
又
ハ
奇
留
シ
テ
営
業
セ
ン
ト
ス
ル

ハ
第
五
号
願
書
式

ニ
照
準
シ
旧
鑑
札
ヲ
添
テ
甲
ノ
警
察
署
ヘ
願
出
而

乙
ノ
警
察
署
ヨ
リ

新
鑑
札
ヲ
下
ケ
受
ク
ヘ
シ

　
　
　
　

�

但
一
警
察
署
所
轄
内
甲
ノ
免
許
地
ヨ
リ
乙
ノ
免
許
地
ヘ
転
居
ス
ル

ハ

甲
乙
両
地
ノ
戸
長
及
ヒ
年
行
司
保
証
人
ノ
連
署
ヲ
以
テ
鑑
札
書
替
願
出

ヘ
シ

第
五
条　

�

水
火
盗
難
過
誤
ニ
テ
免
許
鑑
札
ヲ
遺
失
毀
損
セ
シ

ハ
速
カ
ニ
事
由
ヲ

認
メ
鑑
札
書
替
又
ハ
再
度
下
附
所
轄
警
察
署
ヘ
願
出
ヘ
シ

第
六
条　

�

廃
業
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
第
六
号
届
書
式
ニ
照
準
シ
鑑
札
及
ヒ
梅
毒
検

査
ノ
証
書
ヲ
添
へ
所
轄
警
察
署
ヘ
届
出
ヘ
シ

第
七
条　

�

此
営
業
者
ハ
免
許
地
内
貸
席
ノ
外
寄
留
又
ハ
営
業
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス

　
　
　
　

�

但
赤
間
関
区
内
ノ
免
許
地
ニ
於
テ
其
海
岸
碇
泊
ノ
船
ニ
行
キ
営
業
ス
ル

ハ
格
別
ナ
リ
ト
ス

第
八
条　

�

此
ノ
営
業
者
ハ
猥
リ
ニ
免
許
地
外
ヘ
宿
泊
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
若
シ
止
ム
ヲ

得
サ
ル
事
故
ア
リ
テ
一
泊
以
上
ヲ
要
ス
ル
他
行
ヲ
為
ス

ハ
第
七
号
願

書
式
ニ
照
準
シ
所
轄
警
察
署
ヘ
願
出
許
可
ヲ
受
ケ
其
許
可
書
ヲ
携
行
ス

ヘ
シ

　
　
　
　

�

但
其
所
轄
警
察
署
区
域
内
ハ
其
事
由
ヲ
年
行
司
ヘ
申
出
外
出
手
形
ヲ
受

取
リ
之
ヲ
携
行
ス
ヘ
シ
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第
九
条　

�

梅
毒
検
査
当
日
ハ
時
刻
ヲ
誤
ラ
ス
検
査
場
ヘ
出
頭
シ
其
検
査
ヲ
受
ク
ヘ

シ

第
十
条　

�

客
席
ニ
出
ル

ハ
必
ス
営
業
鑑
札
ヲ
携
帯
ス
ヘ
シ
且
鑑
札
ハ
決
シ
テ
他

人
ト
貸
借
売
買
ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
十
一
条�　

客
ノ
金
銭
遣
方
其
他
ニ
注
意
シ
不
審
ト
見
認
ム
ル

ハ
速
カ
ニ
貸
席

主
ヘ
密
告
ス
ヘ
シ

第
十
二
条　

賦
金
ハ
毎
月
金
壱
円
ト
シ
之
ヲ
徴
収
ス
ヘ
シ

　
　
　
　

但
十
五
日
以
前
ノ
廃
業
十
六
日
以
后
ノ
開
業
ハ
其
半
額
ヲ
納
ム
ヘ
シ

第
十
三
条�　

賦
金
ハ
翌
月
十
七
日
限
リ
郡
区
役
所
ヘ
徴
収
ス
故
ニ
其
期
日
前
年
行

司
ヘ
納
ム
ヘ
シ

第
十
四
条�　

此
ノ
規
則
ニ
背
キ
タ
ル
モ
ノ
ハ
違
警
罪
ヲ
以
テ
罰
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
外
仍

ホ
行
政
処
分
ヲ
以
テ
営
業
ヲ
停
止
又
ハ
禁
止
ス
ル
ヿ
ア
ル
ヘ
シ

〔
第
一
号
・
第
二
号
・
第
三
号
願
書
式
略
〕

　

第
四
号
願
書
式

　
　

娼
妓
営
業
願

�

私
儀

何
地
何
ノ
誰
方
寄
留
営
業
仕
度
候
間
営
業
鑑
札
御
下
渡
被
下
度
此
段
奉
願
候
也

�

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅　

肩
書
第
一
号
ニ
倣
フ

　
　
　
　
　
　
　
　

年　

月　

日�

何
ノ
誰　
　

印

�

明
治
何
年
何
月

�

何
年
何
ヶ
月　

�

﹅

﹅

﹅

誰　
父
母
若
ク
ハ
祖
父
母
養
女
ナ
レ
ハ
養
実
父
母
若
ク
ハ

�

祖
父
母
又
ハ
最
近
ノ
親
属
共
ニ
ナ
ケ
レ
ハ
身
寄　
　

�

何
ノ
誰　

印

�

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

年
行
司　

何
ノ
誰　

印

前
書
願
出
ニ
付
御
差
許
相
成
候
上
ハ
本
人
ノ
身
上
ハ
勿
論
賦
金
滞
納
無
之
様
私
共

保
証
可
申
依
テ
連
署
仕
候
也

�

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

保
証
人　

何
ノ
誰　

印

�

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

同　
　
　

何
ノ
誰　

印

　
　

山
口
県
令
宛

前
書
之
通
出
願
候
処
相
違
無
之
候
也

�

戸
長　
　
　
　

何
ノ
誰　

印

〔
第
五
号
願
書
式
以
下
、
及
び
「
年
行
司
取
扱
手
続
」
略
〕

〔「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
一
五
年
前
後
、
甲
号
、
山
口
県
文
書
館
所
蔵
〕

資
料
２　

�

山
口
県
令
第
八
一
号　

貸
座
敷
営
業
取
締
規
則　

一
九
〇
〇
年
一
〇
月

一
一
日

山
口
県
令
第
八
十
一
号

貸
座
敷
営
業
取
締
規
則
左
ノ
通
定
ム

　
　
　
　
　

明
治
三
十
三
年
十
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

山
口
県
知
事　

古
澤
滋

　
　

貸
座
敷
営
業
取
締
規
則

第
一
条　

貸
座
敷
営
業
ハ
指
定
シ
タ
ル
地
域
内
ニ
限
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条　

�
貸
座
敷
営
業
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ
各
号
ヲ
具
シ
所
轄
警
察
官
署

ヘ
願
出
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
但
シ
営
業
用
建
物
ノ
工
事
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ

付
テ
ハ
工
事
落
成
検
査
ノ
上
許
可
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

一　

本
籍
住
所
居
所
族
称
職
業
氏
名
生
年
月
日
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二　

楼
名
又
ハ
屋
号

　
　

三�　

未
成
年
者
禁
治
産
者
準
禁
治
産
者
及
妻
ニ
在
リ
テ
ハ
法
定
代
理
人
保
佐

人
又
ハ
夫
ノ
連
署

　
　

四�　

営
業
場
所
及
営
業
用
建
物
ノ
構
造
方
法
書
幷
客
室
ノ
坪
数
等
ヲ
詳
記
シ

タ
ル
図
面

　
　

五　

工
事
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
ノ
落
成
期
日

第
三
条　

貸
座
敷
営
業
許
可
ノ
効
力
ハ
其
ノ
警
察
官
署
ノ
管
轄
外
ニ
及
ホ
サ
ス

第
四
条　

�

営
業
許
可
後
ニ
於
テ
建
物
ノ
新
築
増
築
移
転
其
ノ
他
営
業
用
建
物
及
客

室
ノ
坪
数
間
取
ノ
変
更
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
構
造
方
法
書
幷
平
面

図
ヲ
添
ヘ
落
成
期
日
ヲ
定
メ
所
轄
警
察
官
署
ニ
願
出
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

但
シ
営
業
用
建
物
ハ
総
テ
警
察
官
署
ノ
検
査
ヲ
受
ケ
タ
ル
後
ニ
非
サ
レ

ハ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
五
条　

貸
座
敷
営
業
用
建
物
ノ
構
造
ハ
左
ノ
各
号
ニ
依
ル
ヘ
シ

　
　
　

一�　

平
屋
又
ハ
二
階
建
ニ
限
ル
且
人
目
ヲ
惹
ク
如
キ
構
造
装
置
ヲ
為
ス
ヘ

カ
ラ
サ
ル
コ
ト

　
　
　

二�　

客
室
及
娼
妓
ノ
粉マ

マ装
室
ハ
道
路
ヨ
リ
見
透
シ
得
ヘ
キ
所
ニ
設
ク
ヘ
カ

ラ
サ
ル
コ
ト

　
　
　

三�　

便
所
ハ
其
ノ
地
盤
及
糞
尿
ヲ
受
容
ス
ヘ
キ
部
分
ハ
石
、
煉
瓦
、
漆
喰

叩
、
セ
メ
ン
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
叩
又
ハ
釉
薬
ヲ
付
シ
タ
ル
陶
器
ヲ
以

テ
設
備
ス
ル
コ
ト

　
　
　

四�　

浴
場
ヲ
設
ク
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
地
盤
ノ
構
造
ハ
石
、
煉
瓦
又
ハ

漆
喰
叩
、
セ
メ
ン
ト
、
若
ハ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
叩
ト
ナ
シ
汚
水
ノ
地
下
ニ

浸
透
セ
サ
ル
様
設
置
ス
ル
コ
ト

　
　
　

五�　

二
階
建
ニ
シ
テ
二
階
ノ
客
室
坪
数
十
五
坪
以
上
ノ
モ
ノ
ハ
幅
員
四
尺

以
上
ノ
階
子
二
箇
所
以
上
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

第
六
条　

�

貸
座
敷
営
業
者
左
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
日
ヨ
リ
三
日
以
内
ニ
所
轄
警

察
官
署
ニ
届
出
ヘ
シ

　
　
　

一�　

第
二
条
第
一
号
第
二
号
又
ハ
第
三
号
ノ
連
署
者
ニ
異
動
ヲ
生
シ
タ
ル

ト
キ

　
　
　

二�　

休
業
廃
業
又
ハ
逃
亡
死
去
シ
タ
ル
ト
キ

　
　
　

三�　

管
理
者
ニ
異
動
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
　

�

前
項
第
二
号
逃
亡
死
去
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
戸
主
相
続
人
管
理
者
若
ハ
法

定
代
理
人
ヨ
リ
届
出
ヘ
シ

第
七
条　

�

貸
座
敷
営
業
者
別
ニ
営
業
所
ヲ
設
ケ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
更
ニ
第
二
条
ノ

手
続
ヲ
為
ス
ヘ
シ
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
管
理
者
ヲ
定
メ
願
書
ニ
連
署
セ

シ
ム
ヘ
シ

第
八
条　

�

貸
座
敷
営
業
者
ニ
シ
テ
許
可
ヲ
得
タ
ル
後
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
三
箇

月
以
上
開
業
セ
ス
又
ハ
六
箇
月
以
上
休
業
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
許
可
ヲ

取
消
ス

　
　
　
　

�

貸
座
敷
営
業
者
逃
亡
シ
其
ノ
日
ヨ
リ
三
箇
月
内
ニ
復
帰
セ
サ
ル
ト
キ
ハ

許
可
ノ
効
ヲ
失
フ
モ
ノ
ト
ス

第
九
条　

�

貸
座
敷
営
業
者
及
其
ノ
家
族
ハ
同
一
指
定
地
区
域
内
ニ
於
テ
宿
屋
営
業

ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
十
条　

�

貸
座
敷
営
業
者
ニ
シ
テ
雇
人
又
ハ
娼
妓
ニ
非
サ
ル
婦
女
ヲ
宿
泊
セ
シ
メ

タ
ル
ト
キ
ハ
直
ニ
届
出
ヘ
シ

第
十
一
条�　

貸
座
敷
営
業
者
ハ
身
元
詳
ナ
ラ
サ
ル
者
ヲ
雇
人
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
十
二
条�　

貸
座
敷
営
業
者
ニ
シ
テ
雇
人
ヲ
雇
入
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
本
籍
住
所

居
所
族
称
職
業
氏
名
生
年
月
日
ヲ
記
シ
其
ノ
日
ヨ
リ
三
日
以
内
ニ
所
轄

警
察
官
署
又
ハ
巡
査
派
出
所
若
ハ
巡
査
駐
在
所
ニ
届
出
ヘ
シ
其
ノ
解
雇

シ
タ
ル
ト
キ
モ
亦
同
シ
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�

所
轄
警
察
官
署
ハ
雇
人
ニ
シ
テ
公
安
ヲ
害
シ
又
ハ
風
俗
ヲ
紊
ル
ノ
虞
ア

リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
解
雇
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
十
三
条�　

貸
座
敷
営
業
者
ハ
看
板
（
曲
尺
竪
弐
尺
横
六
寸
）
ヲ
掲
ケ
夜
間
ハ
標

灯
ヲ
以
テ
之
ニ
代
フ
ヘ
シ
看
板
及
標
灯
ハ
単
ニ
貸
座
敷
及
楼
名
又
ハ
屋

号
氏
名
ヲ
記
ス
ル
ニ
止
メ
特
ニ
人
目
ヲ
惹
ク
ヘ
キ
装
置
ヲ
為
ス
ヘ
カ
ラ

ス

第
十
四
条�　

貸
座
敷
営
業
者
ハ
貸
座
敷
及
娼
妓
取
締
規
則
ヲ
娼
妓
ノ
見
易
キ
場
所

ニ
掲
示
シ
置
ク
ヘ
シ

第
十
五
条�　

貸
座
敷
営
業
上
ニ
関
シ
テ
家
族
又
ハ
雇
人
管
理
者
ノ
行
為
ト
雖
営
業

者
其
ノ
責
ニ
任
ス
営
業
者
十
二
歳
未
満
ナ
ル
ト
キ
又
ハ
禁
治
産
者
ナ
ル

ト
キ
ハ
法
定
代
理
人
聾
者
啞
者
ニ
在
リ
テ
ハ
保
佐
人
其
ノ
責
ニ
任
ス

第
十
六
条�　

貸
座
敷
営
業
者
ハ
左
ノ
各
号
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ

　
　
　

一　

�

言
語
挙
動
ヲ
以
テ
行
人
ニ
遊
興
ヲ
勤
メ
又
ハ
営
業
ニ
関
ス
ル
広
告
ヲ

為
シ
若
ハ
引
札
ヲ
配
布
ス
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　

二　

�

道
路
ヨ
リ
見
透
シ
得
ヘ
キ
場
所
ニ
於
テ
娼
妓
ヲ
シ
テ
客
待
ヲ
為
サ
シ

ム
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　

三　

�

遊
客
及
娼
妓
変
死
傷
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
速
カ
ニ
警
察
官
ニ
届
出
ヘ
シ

　
　
　

四　

�

金
銭
ヲ
受
ク
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
客
ノ
需
メ
ナ
キ
飲
食
物
芸
妓
又
ハ
幇

間
等
ヲ
出
シ
若
ハ
之
ヲ
強
ユ
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　

五　

�

遊
客
ノ
物
品
ヲ
質
入
或
ハ
売
却
ス
ル
周
旋
ヲ
為
シ
又
ハ
遊
興
費
ノ
補

償
ト
シ
テ
之
ヲ
押
収
若
ハ
私
ニ
受
領
ス
ヘ
カ
ラ
ス
但
シ
止
ム
ヲ
得
ス

シ
テ
質
入
又
ハ
売
却
ノ
周
旋
ヲ
為
シ
若
ハ
受
領
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ

本
人
ヲ
警
察
官
署
ニ
同
伴
シ
其
ノ
承
諾
ヲ
受
ク
ヘ
シ

　
　
　

六　

�

遊
客
ヨ
リ
預
リ
又
ハ
貰
受
ケ
タ
ル
金
品
ニ
シ
テ
不
審
ト
認
メ
タ
ル
ト

キ
ハ
速
カ
ニ
警
察
官
ニ
告
知
ス
ヘ
シ

　
　
　

七　

�

娼
妓
揚
代
金
ハ
室
内
見
易
キ
場
所
ニ
掲
示
ス
ヘ
シ

　
　
　

八　

学
生
生
徒
及
未
成
年
者
ニ
遊
興
セ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　

九　

�

現
ニ
黴
毒
其
ノ
他
伝
染
性
ノ
疾
病
ニ
罹
リ
タ
ル
者
ト
認
ム
ル
者
ニ
遊

興
セ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　

十　

�

遊
客
ニ
面
会
ヲ
求
ム
ル
者
ニ
対
シ
之
ヲ
隠
秘
シ
又
ハ
取
次
ヲ
拒
ム
ヘ

カ
ラ
ス

　
　
　

十
一�　

神
社
仏
閣
ニ
奉
納
若
ハ
寄
付
ス
ル
物
品
ニ
楼
名
屋
号
若
ハ
妓
名
ヲ

表
記
ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
十
七
条�　

所
轄
警
察
官
署
ニ
於
テ
貸
座
敷
営
業
者
本
則
ニ
違
背
シ
又
ハ
公
安
ヲ

害
シ
風
俗
ヲ
紊
ル
ノ
虞
ア
リ
若
ハ
他
人
ニ
名
義
ヲ
貸
ス
ノ
事
実
ア
リ
ト

認
ム
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
業
ヲ
停
止
シ
又
ハ
其
ノ
許
可
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ア
ル

ヘ
シ

第
十
八
条�　

貸
座
敷
営
業
者
所
轄
警
察
官
署
ヨ
リ
取
締
上
ニ
関
シ
臨
時
ニ
別
段
ノ

命
令
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ

第
十
九
条�　

貸
座
敷
営
業
者
ハ
指
定
地
ノ
区
域
ニ
従
ヒ
営
業
組
合
ヲ
設
ケ
規
約
ヲ

定
メ
正
副
取
締
ヲ
選
定
シ
所
轄
警
察
官
署
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
之
ヲ
変

更
シ
タ
ル
ト
キ
亦
同
シ
但
シ
営
業
者
少
数
ナ
ル
カ
為
メ
組
合
ヲ
設
ク
ル

能
ハ
サ
ル
カ
或
ハ
隣
接
指
定
地
ト
聯
合
シ
組
合
ヲ
設
ケ
ン
ト
ス
ル
ト
キ

ハ
其
ノ
旨
所
轄
警
察
官
署
ニ
届
出
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

　
　
　
　

�　

所
轄
警
察
官
署
ニ
於
テ
取
締
ヲ
不
適
任
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
改
選

ヲ
命
ス

第
二
十
条�　

取
締
ハ
貸
座
敷
営
業
者
ノ
願
届
ニ
加
印
シ
及
規
約
上
ノ
取
締
幷
貸
座

敷
営
業
者
及
娼
妓
ニ
対
シ
諸
法
令
ノ
伝
達
ヲ
為
ス
ヘ
シ
但
シ
加
印
ス
ル

コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
副
申
ス
ヘ
シ

第
二
十
一�

条　

取
締
ハ
娼
妓
身
体
検
査
当
日
ニ
ハ
検
査
所
ニ
出
頭
シ
警
察
官
ノ
指
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揮
ニ
従
フ
ヘ
シ

第
二
十
二�

条　

第
二
条
第
四
条
第
六
条
第
七
条
第
十
条
第
十
二
条
第
一
項
第
十
六

条
第
二
十
一
条
ニ
違
背
シ
タ
ル
者
ハ
拘
留
又
ハ
科
料
ニ
処
ス

　
　

附
則

第
二
十
三�
条　

本
則
施
行
前
ニ
於
テ
受
ケ
タ
ル
営
業
許
可
ハ
本
則
施
行
ノ
為
メ
其

ノ
効
力
ヲ
失
フ
コ
ト
ナ
シ

第
二
十
四�

条　

従
前
ノ
貸
座
敷
営
業
者
ハ
其
ノ
営
業
用
建
物
ヲ
引
続
キ
使
用
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
但
シ
第
五
条
第
三
号
乃
至
第
五
号
ニ
適
セ
サ
ル
構
造
ハ
明
治

三
十
四
年
九
月
三
十
日
迄
ニ
改
造
シ
其
ノ
他
ハ
増
築
改
築
変
更
又
ハ
移

転
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
本
則
ニ
従
フ
ヘ
シ

第
二
十
五
条　

本
則
ハ
明
治
三
十
三
年
十
月
十
二
日
ヨ
リ
施
行
ス

〔「
山
口
県
報
」
明
治
三
三
年
、「
県
報
号
外
」
一
〇
月
一
一
日
、
三
―
七
ペ
ー
ジ
、

山
口
県
文
書
館
所
蔵
〕

資
料
３　

山
口
県
令
第
八
二
号　

娼
妓
取
締
細
則　

一
九
〇
〇
年
一
〇
月
一
一
日

山
口
県
令
第
八
十
二
号

娼
妓
取
締
細
則
左
ノ
通
定
ム

　
　
　
　
　

明
治
三
十
三
年
十
月
十
一
日　
　
　
　

山
口
県
知
事　

古
澤　

滋

　
　

娼
妓
取
締
細
則

第
一
条　

�

娼
妓
名
簿
登
録
申
請
者
ハ
娼
妓
取
締
規
則
（
明
治
三
十
三
年
十
月
内
務

省
令
第
四
十
四
号
以
下
同
シ
）
第
三
条
ノ
事
項
ノ
外
左
記
各
号
ヲ
具
備

ス
ヘ
シ

　

一　

娼
妓
名
簿
登
録
前
ノ
住
居
族
称
氏
名
出
生
地

　

二　

本
籍
市
長
村
長
ノ
作
リ
タ
ル
前
科
有
無
ノ
証
明
書

　

三　

妓
名
及
揚
代
金

　

四　

本
人
現
時
ノ
写
真

第
二
条　

�

娼
妓
名
簿
登
録
申
請
者
ハ
所
轄
警
察
官
署
ノ
指
定
シ
タ
ル
医
師
ノ
健
康

診
断
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
三
条　

�

娼
妓
取
締
規
則
第
三
条
第
五
号
第
六
号
又
ハ
第
一
条
第
一
号
第
三
号
ノ

事
項
ニ
異
動
ヲ
生
シ
若
ハ
第
四
条
ノ
証
票
ヲ
毀
損
亡
失
シ
タ
ル
ト
キ
ハ

三
日
以
内
ニ
所
轄
警
察
官
署
ニ
届
出
ヘ
シ

第
四
条　

�

娼
妓
ハ
所
轄
警
察
官
署
ノ
公
布
シ
タ
ル
証
票
ヲ
常
ニ
携
帯
ス
ヘ
シ
娼
妓

取
締
規
則
第
五
条
ノ
申
請
ヲ
為
ス
ト
キ
ハ
同
時
ニ
之
ヲ
所
轄
警
察
官
署

ニ
返
納
ス
ヘ
シ

第
五
条　

�

娼
妓
名
簿
ノ
登
録
及
証
票
ノ
効
力
ハ
所
轄
警
察
官
署
ノ
管
轄
外
ニ
及
ホ

サ
ス

第
六
条　

�

娼
妓
ハ
貸
座
敷
又
ハ
住
居
以
外
ニ
宿
泊
ス
ヘ
カ
ラ
ス
但
シ
所
轄
警
察
官

署
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
在
ラ
ス

第
七
条　

�

娼
妓
ハ
証
票
記
載
ノ
地
域
外
ニ
出
テ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
事
由
日
数

及
行
先
地
ヲ
詳
記
シ
所
轄
警
察
官
署
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

　
　
　
　

�

前
項
ノ
許
可
証
ハ
常
ニ
携
帯
シ
事
故
止
ミ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
ニ
返
納
ス
ヘ

シ

第
八
条　

�

休
業
ヲ
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
事
由
及
日
数
ヲ
二
十
四
時
間
以
内
ニ
所
轄

警
察
官
署
ニ
届
出
テ
証
票
ヲ
仮
納
シ
就
業
ノ
ト
キ
其
ノ
下
付
ヲ
請
フ
ヘ

シ

第
九
条　

�
娼
妓
逃
亡
又
ハ
死
去
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
同
一
住
居
内
ニ
ア
ル
家
主
、
家
主

ア
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
娼
妓
取
締
規
則
第
三
条
第
三
号
ノ
承
諾
者
其
ノ
日
ヨ

リ
五
日
以
内
ニ
所
轄
警
察
官
署
ニ
届
出
証
票
ヲ
仮
納
又
ハ
返
納
ス
ヘ
シ

第
十
条　

�

娼
妓
ハ
左
ノ
各
号
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ
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一　

�

言
語
挙
動
ヲ
以
テ
行
人
ニ
遊
興
ヲ
勧
メ
又
ハ
稼
業
ニ
関
ス
ル
広
告
ヲ
為

シ
若
ハ
引
札
ヲ
配
布
ス
ヘ
カ
ラ
ス

　
　

二　
�

道
路
又
ハ
道
路
ヨ
リ
見
透
シ
得
ヘ
キ
場
所
ニ
於
テ
人
目
ヲ
惹
ク
ヘ
キ
粉マ

装マ

ヲ
為
シ
若
ハ
佇
立
彷
徨
ス
ヘ
カ
ラ
ス

　
　

三　

�
遊
客
ノ
物
品
ヲ
質
入
或
ハ
売
却
ス
ル
ノ
周
旋
ヲ
為
シ
又
ハ
遊
興
費
ノ
補

償
ト
シ
テ
之
ヲ
押
収
若
ハ
私
ニ
受
領
ス
ヘ
カ
ラ
ス
但
シ
止
ム
ヲ
得
ス
シ

テ
質
入
又
ハ
売
却
ノ
周
旋
ヲ
為
シ
若
ハ
受
領
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
本
人

ヲ
警
察
官
署
ニ
同
伴
シ
其
ノ
承
諾
ヲ
得
ヘ
シ

　
　

四　

�

遊
客
ヨ
リ
預
リ
又
ハ
貰
受
ケ
タ
ル
金
品
ニ
シ
テ
不
審
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

ハ
速
ニ
警
察
官
ニ
告
知
ス
ヘ
シ

　
　

五　

�

何
等
ノ
名
義
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
定
額
以
外
ノ
揚
代
金
ヲ
請
求
ス
ヘ
カ
ラ
ス

　
　

六　

学
生
生
徒
及
未
成
年
者
ノ
招
キ
ニ
応
ス
ヘ
カ
ラ
ス

　
　

七　

�

現
ニ
黴
毒
其
ノ
他
伝
染
性
疾
病
ア
リ
ト
認
ム
ル
者
ノ
招
キ
ニ
応
ス
ヘ
カ

ラ
ス

　
　

八　

�

遊
客
ニ
面
会
ヲ
求
ム
ル
者
ニ
対
シ
之
ヲ
隠
秘
シ
又
ハ
取
次
ヲ
拒
ム
ヘ
カ

ラ
ス

　
　

九　

�

神
社
仏
閣
ニ
奉
納
寄
付
ス
ル
物
品
ニ
楼
名
屋
号
若
ハ
妓
名
ヲ
表
記
ス
ヘ

カ
ラ
ス

第
十
一
条�　

第
三
条
第
四
条
第
六
条
第
七
条
第
二
項
第
八
条
乃
至
第
十
条
ニ
違
背

シ
タ
ル
者
ハ
拘
留
又
ハ
科
料
ニ
処
ス

　

附
則

第
十
二
条　

本
則
ハ
明
治
三
十
三
年
十
月
一
二
日
ヨ
リ
施
行
ス

〔「
山
口
県
報
」
明
治
三
三
年
、「
県
報
号
外
」
一
〇
月
一
一
日
、
九
―
一
一
ペ
ー
ジ
、

山
口
県
公
文
書
館
所
蔵
〕

資
料
４　

�

山
口
県
令
第
八
三
号　

娼
妓
健
康
診
断
施
行
規
則　

一
九
〇
〇
年
一
〇

月
二
二
日

山
口
県
令
第
八
十
三
号

娼
妓
健
康
診
断
施
行
規
則
左
ノ
通
定
ム

　
　
　
　
　

明
治
三
十
三
年
十
月
二
十
二
日　
　
　
　

山
口
県
知
事　

古
澤　

滋

　
　

娼
妓
健
康
診
断
施
行
規
則

第
一
条　

�

娼
妓
ノ
健
康
診
断
ハ
毎
週
一
回
（
木
曜
日
）
検
査
所
ニ
於
テ
之
ヲ
行
フ

其
ノ
時
間
ハ
午
前
八
時
ヨ
リ
午
后
四
時
迄
ノ
間
ニ
於
テ
検
査
所
之
ヲ
定

ム
但
シ
赤
間
関
市
及
豊
浦
郡
彦
島
村
ニ
於
ケ
ル
娼
妓
ハ
左
ノ
日
割
ヲ
以

テ
之
ヲ
行
フ

　
　
　

月
曜
日

　
　
　

赤
間
関
市
大
字
竹
崎
町
、
今
浦
町
、
新
地
町

　
　
　

火
曜
日

　
　
　

赤
間
関
市
大
字
稲
荷
町
、
裏
町
、
赤
間
町
、
西
ノ
端
町

　
　
　

木
曜
日

　
　
　

赤
間
関
市
大
字
豊
前
田
町

　
　
　

金
曜
日

　
　
　

豊
浦
郡
彦
島
村
字
福
浦
南
風
泊

第
二
条　

�

左
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
臨
時
ニ
健
康
診
断
ヲ
受
ク
ヘ
シ
其
ノ
時
間
ハ
前
条

ニ
準
ス

　
　

一　

新
ニ
稼
業
ニ
就
カ
ム
ト
ス
ル
ト
キ

　
　

二　

住
居
ノ
指
定
地
域
外
ニ
テ
休
業
ヲ
為
シ
稼
業
ニ
就
カ
ム
ト
ス
ル
ト
キ

　
　

三　

第
四
条
ノ
疾
病
全
治
シ
タ
ル
ト
キ

　
　

四　

疾
病
ニ
罹
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
自
覚
シ
タ
ル
ト
キ
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五　

警
察
官
署
ニ
於
テ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

第
三
条　

�

娼
妓
ハ
休
業
中
ト
雖
其
ノ
住
居
ノ
指
定
地
域
内
ニ
現
在
ス
ル
者
ハ
本
則

ニ
依
リ
健
康
診
断
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
四
条　

�
第
一
条
ノ
定
日
ニ
疾
病
ニ
罹
リ
検
査
所
ニ
出
頭
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト

キ
ハ
当
日
午
前
十
時
迄
ニ
医
師
ニ
診
断
書
ヲ
添
ヘ
検
査
所
ニ
届
出
ヘ
シ

第
五
条　

�

娼
妓
ハ
検
査
証
ヲ
受
領
シ
置
キ
受
診
ノ
都
度
検
査
医
ノ
証
印
ヲ
受
ク
ヘ

シ

第
六
条　

�

娼
妓
ハ
伝
染
性
疾
病
ニ
罹
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
ニ
指
定
ノ
場
所
ニ
於
テ
治

療
ヲ
受
ク
ヘ
シ

　
　
　
　

前
項
ノ
費
用
ニ
シ
テ
薬
価
治
療
料
ヲ
除
ク
外
総
テ
娼
妓
ノ
負
担
ト
ス

第
七
条　

�

前
条
ノ
疾
病
治
癒
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
主
治
医
ヨ
リ
其
ノ
証
明
書
ヲ
受
ケ
稼

業
前
検
査
所
ニ
届
出
ヘ
シ

第
八
条　

第
四
条
第
六
条
第
七
条
ニ
違
背
シ
タ
ル
者
ハ
拘
留
又
ハ
科
料
ニ
処
ス

　
　
　

附
則

第
九
条　

本
則
ハ
発
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

第
十
条　

�

明
治
三
十
三
年
九
月
山
口
県
令
第
七
十
七
号
娼
妓
身
体
検
査
規
則
ハ
本

則
施
行
ノ
日
ヨ
リ
廃
止
ス

〔「
山
口
県
報
」
明
治
三
三
年
、「
県
報
号
外
」
一
〇
月
二
二
日
、
一
―
三
ペ
ー
ジ
、

山
口
県
公
文
書
館
所
蔵
〕

資
料
５　

山
口
県
令
第
八
九
号　

芸
妓
取
締
規
則　

一
九
〇
〇
年
一
一
月
七
日

山
口
県
令
第
八
十
九
号

明
治
十
二
年
五
月
甲
第
二
百
三
十
号
芸
妓
取
締
規
則
左
ノ
通
改
正
ス

　
　
　
　
　
　

明
治
三
十
三
年
十
一
月
七
日　

山
口
県
知
事　

古
澤　

滋

　
　

芸
妓
取
締
規
則

第
一
条　

指
定
地
域
内
ニ
住
居
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
芸
妓
営
業
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
条　

�

芸
妓
営
業
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
自
ラ
所
轄
警
察
官
署
ニ
出
頭
シ
左
ノ

各
号
ヲ
具
シ
タ
ル
願
書
ヲ
提
出
シ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
但
シ
学
齢
児
童
ニ

シ
テ
義
務
教
育
ヲ
終
了
セ
サ
ル
者
（
就
学
免
除
者
ヲ
除
ク
）
ハ
芸
妓
営

業
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　

一　

本
籍
住
所
居
所
族
称
氏
名
生
年
月
日
及
許
可
後
ニ
於
ケ
ル
住
居
及
芸
名

　
　

二　

�

同
一
戸
籍
内
ニ
在
ル
最
近
尊
属
親
、
尊
属
親
ナ
キ
ト
キ
ハ
戸
主
ノ
承
諾

書
若
承
諾
ヲ
与
フ
ヘ
キ
者
ナ
キ
ト
キ
ハ
其
ノ
事
由

　
　

三　

�

未
成
年
者
ニ
ア
リ
テ
ハ
前
号
ノ
外
実
父
、
実
父
ナ
キ
ト
キ
ハ
実
母
、
実

父
母
ナ
キ
ト
キ
ハ
実
祖
父
、
実
祖
父
ナ
キ
ト
キ
ハ
実
祖
母
ノ
承
諾
書
若

承
諾
ヲ
与
フ
ル
ヘ
キ
者
ナ
キ
ト
キ
ハ
其
ノ
事
由

　
　

四　

有
夫
ノ
婦
ニ
在
リ
テ
ハ
其
ノ
夫
ノ
連
署
若
ハ
承
諾
書

　
　

五　

�

戸
籍
吏
ノ
作
リ
タ
ル
戸
籍
謄
本
及
市
長
村
長
ノ
作
リ
タ
ル
前
科
有
無
証

明
書
竝
承
諾
者
ノ
印
鑑
証
明
書

第
三
条　

�

芸
妓
営
業
者
就
業
中
ハ
所
轄
警
察
官
署
ノ
許
可
証
ヲ
携
帯
ス
ヘ
シ
許
可

証
ハ
他
人
ニ
貸
与
ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
四
条　

�

芸
妓
営
業
者
ハ
住
居
外
ニ
宿
泊
シ
又
ハ
所
轄
警
察
官
署
ノ
管
轄
外
ニ
旅

行
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
事
由
日
数
及
行
先
地
ヲ
詳
記
シ
所
轄
警
察

官
署
ニ
願
出
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
許
可
証
ハ
常
ニ
携
帯
シ
事
故
止
ミ
タ
ル

ト
キ
ハ
直
ニ
返
納
ス
ヘ
シ

第
五
条　

�
芸
妓
営
業
者
ハ
宿
屋
又
ハ
同
一
構
内
ニ
シ
テ
宿
屋
ヲ
兼
業
ス
ル
料
理
屋

飲
食
店
ニ
於
テ
営
業
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
六
条　

芸
妓
営
業
者
ハ
左
ノ
各
号
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ

　
　

一　

学
生
、
生
徒
ノ
招
ニ
応
ス
ヘ
カ
ラ
ス



24

中　央　大　学　論　集
　
　

二　

午
后
十
二
時
後
ヨ
リ
午
前
八
時
マ
テ
ハ
客
席
ニ
侍
ス
ヘ
カ
ラ
ス

　
　

三　

居
宅
ニ
遊
客
ヲ
宿
泊
セ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス

　
　

四　
�

遊
客
ヨ
リ
預
リ
又
ハ
貰
受
ケ
タ
ル
金
品
ニ
シ
テ
不
審
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

ハ
速
カ
ニ
警
察
官
ニ
申
告
ス
ヘ
シ

　
　

五　

�
神
社
仏
閣
ニ
奉
納
又
ハ
寄
付
ス
ル
物
品
ニ
楼
名
屋
号
若
ハ
芸
名
ヲ
表
記

ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
七
条　

�

第
二
条
ノ
出
願
事
項
ニ
異
動
ヲ
生
シ
又
ハ
許
可
証
ヲ
毀
損
若
ハ
亡
失
シ

タ
ル
ト
キ
ハ
三
日
以
内
ニ
所
轄
警
察
官
署
ニ
届
出
ヘ
シ

第
八
条　

�

芸
妓
営
業
者
廃
業
ス
ル
ト
キ
ハ
所
轄
警
察
官
署
ニ
届
出
許
可
証
ヲ
返
納

ス
ヘ
シ

　
　
　
　

�

逃
亡
死
去
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
同
一
住
居
内
ニ
ア
ル
家
主
、
家
主
在
ラ
サ
ル

ト
キ
ハ
第
二
条
第
二
号
ノ
承
諾
者
其
ノ
日
ヨ
リ
五
日
以
内
ニ
所
轄
警
察

官
署
ニ
届
出
許
可
証
ヲ
返
納
又
ハ
仮
納
ス
ヘ
シ

第
九
条　

�

警
察
官
署
ノ
所
轄
ヲ
異
ニ
ス
ル
地
ニ
移
転
シ
営
業
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル
ト

キ
ハ
旧
営
業
地
所
轄
警
察
官
署
ニ
届
出
許
可
証
ヲ
返
納
シ
移
転
地
ニ
於

テ
更
ニ
第
二
条
（
第
五
号
書
類
ノ
添
付
ヲ
除
ク
）
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
シ

第
十
条　

�

芸
妓
営
業
者
逃
亡
シ
テ
其
ノ
日
ヨ
リ
二
箇
月
以
内
ニ
復
帰
セ
サ
ル
ト
キ

ハ
其
ノ
許
可
ノ
効
ヲ
失
フ

第
十
一
条�　

所
轄
警
察
官
署
ニ
於
テ
芸
妓
営
業
者
本
則
ニ
違
背
シ
又
ハ
風
俗
ヲ
紊

ル
ノ
虞
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
営
業
ヲ
禁
止
シ
若
ハ
停
止
ス
ル
コ
ト
ア

ル
ヘ
シ

第
十
二
条�　

婦
女
ニ
シ
テ
料
理
屋
飲
食
店
ニ
於
テ
客
席
ニ
侍
シ
芸
妓
ニ
紛
ハ
シ
キ

営
業
ヲ
為
ス
者
ハ
芸
妓
営
業
者
ト
見
做
ス

第
十
三
条�　

芸
妓
営
業
者
ハ
所
轄
警
察
官
署
ヨ
リ
取
締
上
ニ
関
シ
別
段
ノ
命
令
ア

リ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ

第
十
四
条�　

第
二
条
乃
至
第
九
条
及
第
十
三
条
ニ
違
犯
シ
タ
ル
者
ハ
拘
留
又
ハ
科

料
ニ
処
ス

　
　
　
　

附
則

第
十
五
条�　

明
治
十
二
年
甲
第
二
百
三
十
号
達
芸
妓
取
締
規
則
ニ
依
リ
免
許
ヲ
受

ケ
タ
ル
芸
妓
営
業
者
ハ
本
則
施
行
ノ
為
其
ノ
免
許
ノ
効
力
ヲ
失
フ
コ
ト

ナ
シ

第
十
六
条�　

第
五
条
及
第
六
条
第
二
号
ハ
左
ノ
地
域
内
ニ
限
リ
当
分
之
ヲ
施
行
セ

ス

　
　
　
　

赤
間
関
市

　
　
　
　

吉
敷
郡
下
宇
野
令
村
字
湯
田

　
　
　
　

豊
浦
郡
川
棚
村
字
湯
谷

　
　
　
　

大
津
郡
深
川
村
字
湯
本

　
　
　
　

仝　

郡
俵
山
村
字
湯
町

〔「
山
口
県
報
」
明
治
三
三
年
、「
県
報
号
外
」
一
一
月
七
日
、
一
―
四
ペ
ー
ジ
、

山
口
県
公
文
書
館
所
蔵
〕

注（
1
）�

齊
藤
俊
江
「
飯
田
遊
郭
と
娼
妓
の
生
活
」（
佐
賀
朝
・
吉
田
伸
之
編
『
シ
リ
ー
ズ 

遊
郭
社
会
』
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）、
横
田
冬
彦
「「
遊
客
名
簿
」

と
統
計

―
大
衆
買
春
社
会
の
成
立
」（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編『「
慰

安
婦
」問
題
を
／
か
ら
考
え
る
』岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）、
人
見
佐
知
子「
娼

妓
の
住
み
替
え
を
め
ぐ
る
一
考
察
」『
民
俗
文
化
』（
近
畿
大
学
）
三
三
号
（
二

〇
二
一
年
一
二
月
）、
同
「
娼
妓
の
前
借
金
返
済
は
な
ぜ
困
難
だ
っ
た
の
か
」『
歴

史
科
学
』
二
五
一
号
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
）、
同
「
娼
妓
か
ら
み
た
近
代
日
本
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の
公
娼
制
度
」『
民
俗
文
化
』
三
四
号
（
二
〇
二
二
年
一
二
月
）
な
ど
。

（
2
）�「
山
口
県
報
」
明
治
三
三
年
、「
県
報
号
外
」
一
〇
月
一
一
日
、
一
ペ
ー
ジ
、
山

口
県
文
書
館
所
蔵
。

（
3
）�
同
上
、
八
八
七
―
八
八
九
ペ
ー
ジ
。

（
4
）
同
上
、
八
九
〇
―
八
九
四
ペ
ー
ジ
。

（
5
）
同
上
、「
県
報
号
外
」
一
〇
月
一
一
日
、
三
―
七
ペ
ー
ジ
。

（
6
）
同
上
、「
県
報
号
外
」
一
〇
月
一
一
日
、
九
―
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
7
）�

帝
国
地
方
行
政
学
会
編
『
警
察
法
規
類
典
』
下
巻
・
山
口
県
、
同
会
、
一
九
三

一
年
、
第
三
編
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
8
）�

内
務
省
警
保
局
編
「
公
娼
ノ
概
況
」
一
九
二
六
年
五
月
一
日
、
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ーA

05020102990
、
八
ペ
ー
ジ
。

（
9
）�

内
務
省
警
保
局
編
「
公
娼
と
私
娼
」
一
九
三
二
年
二
月
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ーB04122145400

、
二
六
九
ペ
ー
ジ
。

（
10
）�『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
六
年
五
月
一
五
日
夕
刊
。

（
11
）
内
務
省
警
保
局
編
「
公
娼
と
私
娼
」、
九
九
―
一
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（
12
）
同
上
、
一
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
13
）�「
山
口
県
報
」
明
治
三
三
年
、「
県
報
号
外
」
一
〇
月
一
一
日
、
九
ペ
ー
ジ
（
欄

外
追
記
）。

（
14
）�

山
口
県
警
察
部
長
「
娼
妓
取
締
細
則
同
取
扱
手
続
改
正
ノ
件
」
一
九
二
五
年
九

月
一
九
日
、『
警
察
法
規
類
典
』
下
巻
・
山
口
県
、
第
三
編
二
五
―
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
15
）
内
務
省
警
保
局
編
「
公
娼
と
私
娼
」、
八
七
ペ
ー
ジ
。

（
16
）�

同
上
、
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
17
）『
大
阪
朝
日
新
聞
』
広
島
山
口
版
、
一
九
二
六
年
七
月
一
八
日
。

（
18
）『
大
阪
朝
日
新
聞
』
広
島
山
口
版
、
一
九
二
六
年
七
月
二
〇
日
。

（
19
）
内
務
省
警
保
局
編
「
公
娼
と
私
娼
」、
二
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
20
）�

山
口
県
警
察
部
長
指
示
「
娼
妓
取
締
細
則
同
取
扱
手
続
改
正
ノ
件
」
一
九
二
五

年
九
月
二
二
日
、『
警
察
法
規
類
典
』
下
巻
・
山
口
県
、
第
三
編
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
21
）
内
務
省
警
保
局
編
「
公
娼
と
私
娼
」、
一
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
22
）
同
上
、
二
五
三
―
二
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（
23
）
同
上
、
二
五
三
―
二
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（
24
）�

前
掲
、
横
田
冬
彦
「「
遊
客
名
簿
」
と
統
計
」、
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究

会
編
『「
慰
安
婦
」
問
題
を
／
か
ら
考
え
る
』、
一
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
25
）
内
務
省
警
保
局
編
「
公
娼
と
私
娼
」、
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
26
）�

山
口
県
衛
生
課
「
娼
妓
健
康
診
断
」
綴
、
一
九
〇
〇
―
一
九
四
一
年
、
山
口
県

文
書
館
所
蔵
。

（
27
）�「
山
口
県
報
」
第
五
九
五
号
、
一
九
三
二
年
七
月
一
五
日
、
一
ペ
ー
ジ
、
山
口
県

立
山
口
図
書
館
所
蔵
。

（
28
）�

清
祐
統
雄
下
関
警
察
署
長
→
平
井
光
男
山
口
県
知
事
「
福
浦
娼
妓
健
康
診
断
所

ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
三
二
年
五
月
二
二
日
、
山
口
県
衛
生
課
「
娼
妓
健
康
診
断
」

綴
。

（
29
）�「
山
口
県
報
」
明
治
二
九
年
、
二
四
三
―
二
四
五
ペ
ー
ジ
お
よ
び
別
表
。

（
30
）�「
山
口
県
報
」
第
一
〇
四
二
号
、
一
九
二
二
年
三
月
三
一
日
、
一
―
二
ペ
ー
ジ
、

山
口
県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
。

（
31
）�「
山
口
県
報
」
明
治
三
三
年
、「
県
報
号
外
」
九
月
二
九
日
、
一
―
二
ペ
ー
ジ
。

（
32
）�「
山
口
県
報
」
明
治
三
四
年
、「
県
報
号
外
」
四
月
一
日
、
九
―
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
33
）�

山
口
県
衛
生
課
「
娼
妓
健
康
診
断
」
綴
。

（
34
）
同
上
。

（
35
）
同
上
。

（
36
）
同
上
。

（
37
）
同
上
。

（
38
）�

内
務
次
官
「
花
柳
病
予
防
法
施
行
に
関
す
る
件
依
命
通
牒
」
一
九
二
八
年
六
月

二
三
日
、
山
口
県
衛
生
課
「
娼
妓
健
康
診
断
」
綴
。
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（
39
）�

内
務
省
警
保
局
編
「
公
娼
制
度
対
策
」、
一
七
四
ペ
ー
ジ
、
国
立
国
会
図
書
館
・

津
田
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
。

（
40
）
同
上
、
一
七
〇
―
一
七
七
ペ
ー
ジ
。

（
41
）『
大
阪
朝
日
新
聞
』
広
島
山
口
版
、
一
九
二
六
年
七
月
一
日
。

（
42
）�
帝
国
地
方
行
政
学
会
編
『
警
察
法
規
類
典
』
下
巻
・
山
口
県
、
第
三
編
四
二
ペ
ー

ジ
。

（
43
）
内
務
省
警
保
局
編
「
公
娼
と
私
娼
」、
二
〇
〇
―
二
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
44
）�「
山
口
県
報
」
第
六
七
七
号
、
一
九
〇
〇
年
三
月
三
〇
日
、
一
―
二
ペ
ー
ジ
、
山

口
県
文
書
館
所
蔵
。

（
45
）「
山
口
県
報
」
明
治
三
三
年
、「
県
報
号
外
」
一
一
月
七
日
、
一
―
四
ペ
ー
ジ
。

（
46
）�「
山
口
県
報
号
外
」
一
九
一
〇
年
七
月
三
〇
日
、
一
―
三
ペ
ー
ジ
、
山
口
県
立
山

口
図
書
館
所
蔵
。

（
47
）�

山
口
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
編『
山
口
県
警
察
史
』下
巻
、
山
口
県
警
察
本
部
、

一
九
八
二
年
、
一
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
48
）�

帝
国
地
方
行
政
学
会
編
『
警
察
法
規
類
典
』
下
巻
・
山
口
県
、
第
三
編
六
ペ
ー
ジ
。

（
49
）
同
上
、
第
三
編
三
二
―
三
三
ペ
ー
ジ
。

�

（
中
央
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
近
現
代
史
）


